
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調査の結果② 

＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

156 

 

第１節 属性 

（１）世帯類型 

小学生保護者 問２・問４ 、中学生保護者 問２・問３ 、高校生 問 25・問 26 、若者 問４・問５ から分類 

同居しているご家族をお答えください。（複数回答） 

宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業を含む）についてお答えください。（単数回答） 

 

 

※小学生・中学生の無回答には、保護者の回答がなくマッチングできなかったものを含む。 

※高校生においては、保護者の就労にフルタイム・パートタイムの区別をしていないため、「共働き世帯（類型１）」

のみ。 

（２）主観的経済状況 

高校生 問 27 、 若者 問６ 

現在の家庭の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（単数回答） 

 

高校生では、「ふつう」が 40.6％と最も高く、「ややゆとりがある」が 22.2％、「とてもゆとりがある」が

20.5％と続いている。若者では、「ふつう」が 44.9％と最も高く、「やや苦しい」が 24.6％、「ややゆとりが

ある」が 15.6％と続いている。 

 
 

  

6.8

6.3

9.6

8.4

12.8

8.7

70.0

22.8

18.1

22.8

11.0

9.7

16.7

42.5

51.3

52.5

3.8

26.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

若者(n=167)

ひとり親世帯

共働き世帯（類型１）

共働き世帯（類型２）

専業主婦（夫）世帯

無回答

20.5

6.6

22.2

15.6

40.6

44.9

13.3

24.6

3.1

8.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

若者(n=167)

とてもゆとりがある ややゆとりがある ふつう やや苦しい とても苦しい 無回答
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（３）経済状況 

小学生保護者 問２・問６ 、中学生保護者 問２・問５ 、高校生 問 27 、 若者 問６ から分類 

同居しているご家族をお答えください。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（複数回答） 

世帯の年収をお答えください。（単数回答） 

 

小学生では、「一般層」が 27.5％、「準低所得層」が 18.8％、「低所得層」が 3.1％となっている。 

中学生では、「一般層」が 26.9％、「準低所得層」が 17.4％、「低所得層」が 3.0％となっている。 

高校生では、「一般層」が 83.3％、「低所得層」が 16.4％となっている。 

若者では、「一般層」が 67.1％、「低所得層」が 32.9％となっている。 

 

 

用語の定義 

高校生・若者については、主観的経済状況から２区分に分類した。 

一般層：「とてもゆとりがある」、「ややゆとりがある」、「ふつう」を回答した人。 

低所得層：「やや苦しい」、「とても苦しい」を回答した人。 

 

（４）性別 

小学生 問 24 、 中学生 問 24 、 高校生 問 24 、 若者 問 1 

あなたの性別を教えてください。（単数回答） 

 

27.5

26.9

83.3

67.1

18.8

17.4

3.1

3.0

16.4

32.9

50.6

52.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

若者(n=167)

一般層 準低所得層 低所得層 無回答

49.8

51.9

49.1

58.1

49.4

45.9

49.1

40.1

0.5

0.9

1.4

1.8

0.3

1.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

若者(n=167)

女子 男子 その他 無回答
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（５）年齢 

若者 問 2 

あなたの年齢をお答えください。※令和５年４月１日現在（数値回答） 

 

 
 

（６）生計を支えている人 

若者 問 5-1 

生計を支えている方は主にどなたですか。また、仕送りで生計を立てている方は、その仕送りを主にして

くれている人をお答えください。（複数回答） 

 

「父親」が 68.3％と最も高く、「母親」が 34.1％、「あなた自身」（若者本人）が 22.2％と続いている。 

 

 

  

6.0 12.6 14.4 11.4 15.6 19.2 19.2 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 無回答

68.3

34.1

22.2

5.4

3.0

1.2

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

1.8

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

父親

母親

あなた自身

配偶者

兄弟・姉妹

叔母

祖母

祖父

友達

叔父

叔母・叔父以外の親せき

その他

わからない

無回答
若者(n=167)
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（７）世帯の収入源 

若者 問 5-2 

主に生計を支えている方の主な収入源は何ですか。（単数回答） 

 

「就労、事業による収入（農業収入を含む）」が 93.4％と多くを占めているが、「年金」が 1.8％、「預金や

その利息、財産からの収入（株の配当や不動産賃料など）」が 1.2％となっている。 

 

 

（８）最終学歴 

若者 問 7 

あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校をお答えください。在学中の方は、現在在学している学校を

お答えください。（単数回答） 

 

「大学」が 55.1％と最も高く、「高等学校」が 19.8％、「専門学校」が 16.2％と続いている。 

 

 

  

93.4

1.2

1.8

1.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

就労、事業による収入（農業収入を含む）

預金やその利息、財産からの収入（株の配当や不動産賃料など）

年金

その他

わからない、答えられない

0.6
19.8 16.2

0.6
4.8 55.1

1.8

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

中学校 高等学校 専門学校

５年制の高等専門学校 短期大学 大学

大学院 その他 わからない
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（９）現在の仕事 

若者 問 8 

あなたの現在の仕事をお答えください。（単数回答） 

 

「学生・生徒（予備校生などを含む）」が 47.9％と最も高く、「正規の社員・職員・従業員」が 38.9％、

「パート・アルバイト」が 6.0％と続いている。 

 

 

47.9

38.9

6.0

1.8

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

0.6

0.0

0% 20% 40% 60%

学生・生徒（予備校生などを含む）

正規の社員・職員・従業員

パート・アルバイト

契約社員・嘱託

派遣社員

家事手伝い

会社などの役員

自営業・自由業

家族従業者・内職

専業主婦・主夫

無職（仕事を探している）

無職（仕事を探していない）

その他

無回答
若者(n=167)
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第２節 学習実態 

■結果の概要 

【勉強の習慣】 

・１日あたりの勉強時間は、高校生が小学生・中学生と比べて「まったくしない」割合が高くなっている。いず

れの調査でも、ひとり親世帯において短い傾向がみられる。経済状況別にみると、高校生において、低所

得層で勉強を「まったくしない」割合が高くなっている。 

・高校生において、低所得層は一般層よりも早い時期に授業がわからなくなっている。 

【進学希望】 

・高校生の進学希望において、一般層の約７割が大学進学を希望しているのに対し、低所得層は約４割と

なっている。 

・進学希望の理由においては、経済的な理由はほとんどみられず、自らの進学希望を回答したとする割合

が高くなっている。 
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（１）普段の勉強の仕方 

小学生 問 1 、 中学生 問 1 、 高校生 問 1 

あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。※勉強には学校の宿題もふくみま

す。（複数回答） 

 

小学生 

「自分で勉強する」が 71.4％と最も高く、「家の人に教えてもらう」が 50.7％、「塾で勉強する」が

30.7％と続いている。 

世帯類型別では、専業主婦（夫）世帯において、「自分で勉強する」や「家の人に教えてもらう」の割合が

他の世帯類型よりも高くなっている。 

経済状況別では、低所得層は一般層・準低所得層よりも「自分で勉強する」割合が低く、「家の人に教え

てもらう」割合が高くなっている。 

 

 

  

(％)

小学生(n=1,184) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152) 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=214) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=130) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=326) 0.0

準低所得層(n=222) 0.0

低所得層(n=37) 0.0 0.0 0.0 0.0

自

分

で

勉

強

す

る

家

の

人

に

教

え

て

も

ら

う

塾

で

勉

強

す

る

友

だ

ち

と

勉

強

す

る

学

校

の

補

習

を

受

け

る

家

庭

教

師

に

教

え

て

も

ら

う

近

所

の

人

な

ど

が

行

う

無

料

の

勉

強

会

に

参

加

す

る

そ

の

他

学

校

の

授

業

以

外

で

勉

強

は

し

な

い

無

回

答

71.4 50.7 30.7 16.7 2.9 0.7 0.5 7.9 4.7

72.8 44.4 25.9 17.3 1.2 9.9 4.9

73.0 44.7 42.8 15.8 3.3 0.7 9.9 3.9

76.2 51.9 27.6 10.7 1.9 0.5 0.5 3.7 4.7

80.8 61.5 25.4 14.6 1.5 1.5 5.4 3.1

77.0 50.0 37.1 15.0 1.8 0.6 0.9 5.2 4.0

75.7 50.5 26.6 12.2 1.4 0.9 0.5 8.6 4.1

59.5 59.5 13.5 10.8 8.1 10.8
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中学生 

「自分で勉強する」が 71.7％と最も高く、「塾で勉強する」が 56.2％、「家の人に教えてもらう」が

29.4％と続いている。小学生よりも、「塾で勉強する」割合が増加している。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において「塾で勉強する」割合が他の世帯類型より高く、共働き世

帯（類型２）において「家の人に教えてもらう」割合が他の世帯類型より高くなっている。 

経済状況別では、低所得層は一般層・準低所得層よりも「自分で勉強する」や「友達と勉強する」割合が

高く、「塾で勉強する」割合が低くなっている。 

 

 

 

  

(％)

中学生(n=632) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=144) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0 0.0

準低所得層(n=110) 0.0 0.0 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0

自

分

で

勉

強

す

る

塾

で

勉

強

す

る

家

の

人

に

教

え

て

も

ら

う

友

達

と

勉

強

す

る

家

庭

教

師

に

教

え

て

も

ら

う

学

校

の

補

習

を

受

け

る

地

域

の

人

な

ど

が

行

う

無

料

の

勉

強

会

に

参

加

す

る

そ

の

他

学

校

の

授

業

以

外

で

勉

強

は

し

な

い

無

回

答

71.7 56.2 29.4 21.8 1.6 0.6 0.6 1.4 4.9

77.5 47.5 20.0 22.5 7.5 2.5

70.9 63.6 25.5 20.0 3.6 1.8 3.6

74.3 53.5 44.4 26.4 1.4 0.7 1.4 3.5

77.0 49.2 31.1 16.4 3.3 1.6 1.6

77.6 58.2 37.1 23.5 2.4 1.2 0.6 2.4

66.4 48.2 31.8 21.8 1.8 5.5 3.6

89.5 47.4 31.6 31.6 5.3
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高校生 

「自分で勉強する」が 76.1％と最も高く、「友達と勉強する」が 30.4％、「塾・予備校で勉強する」が

25.9％と続いている。 

世帯類型別では、専業主婦（夫）世帯で「自分で勉強する」割合が、他の世帯類型よりも高くなっている。 

経済状況別では、低所得層は一般層よりも「自分で勉強する」や「塾・予備校で勉強する」割合が低くな

っている。 

 

 

 

  

(％)

高校生(n=293) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=205) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244) 0.0

低所得層(n=48) 0.0 0.0

0

自

分

で

勉

強

す

る

友

達

と

勉

強

す

る

塾

・

予

備

校

で

勉

強

す

る

学

校

の

補

習

を

受

け

る

家

の

人

に

教

え

て

も

ら

う

家

庭

教

師

に

教

え

て

も

ら

う

地

域

の

人

な

ど

が

行

う

無

料

の

勉

強

会

に

参

加

す

る

そ

の

他

学

校

の

授

業

以

外

で

勉

強

は

し

な

い

無

回

答

76.1 30.4 25.9 9.9 9.9 1.4 2.7 10.2 1.0

64.3 35.7 17.9 7.1 10.7 3.6 3.6 7.1

77.1 32.2 26.8 11.2 9.3 1.0 2.9 11.2 0.5

83.7 22.4 30.6 8.2 12.2 2.0 2.0 4.1 2.0

78.3 29.1 28.7 9.4 10.7 1.6 2.5 8.6 0.4

66.7 37.5 12.5 12.5 6.3 4.2 18.8 2.1
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（２）１日あたりの勉強時間 

小学生 問 2 、 中学生 問 2 、 高校生 問 2 

あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。※学校の宿題をする

時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。（単数回答） 

 

小学生 

①学校がある日（月～金曜日） 

「30分以上、１時間より少ない」が37.5％と最も高く、「１時間以上、２時間より少ない」が24.4％と続い

ている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯において「まったくしない」割合が、他の世帯類型よりも高くなっている。 

経済状況別では、一般層が準低所得層・低所得層よりも、１時間以上勉強している割合が高くなってい

る。 

 

  

4.3

8.6

3.3

3.7

2.3

2.8

5.9

2.7

21.9

14.8

19.1

21.0

16.2

15.6

23.0

24.3

37.5

40.7

34.9

37.4

43.8

39.3

34.7

45.9

24.4

28.4

27.0

27.1

23.1

29.1

23.4

24.3

6.1

4.9

9.9

6.1

8.5

6.7

9.0

2.7

5.8

2.5

5.9

4.7

6.2

6.4

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上
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②学校がない日（土・日曜日・祝日） 

「30 分以上、１時間より少ない」が 27.2％と最も高く、「30 分より少ない」が 26.9％と続いている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯において「まったくしない」割合が、他の世帯類型よりも高くなっている。 

経済状況別では、準低所得層において「まったくしない」割合が、一般層・低所得層よりも高くなっている。 

 

中学生 

①学校がある日（月～金曜日） 

「１時間以上、２時間より少ない」が27.7％と最も高く、「30分以上、１時間より少ない」が25.9％と続い

ている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯において「まったくしない」割合が、他の世帯類型よりも高くなっている。 

経済状況別にみると、一般層は準低所得層・低所得層と比べて３０分以上勉強している割合が高くなっ

ている。 

 

17.7

23.5

19.7

13.1

13.1

13.8

19.8

10.8

26.9

22.2

28.3

24.8

20.0

24.5

23.9

21.6

27.2

22.2

25.0

36.9

32.3

31.3

29.3

35.1

15.7

18.5

13.2

14.0

19.2

16.9

13.5

24.3

7.3

8.6

9.9

7.0

8.5

8.3

9.0

5.4

5.2

4.9

3.9

4.2

6.9

5.2

4.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

9.5

12.5

3.6

7.6

6.6

5.9

10.0

17.7

17.5

20.0

22.9

19.7

17.1

23.6

36.8

25.9

25.0

23.6

23.6

34.4

25.9

29.1

10.5

27.7

30.0

27.3

27.1

26.2

30.6

20.0

31.6

14.2

12.5

18.2

16.0

8.2

15.3

12.7

15.8

4.9

2.5

7.3

2.8

4.9

5.3

4.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上
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②学校がない日（土・日曜日・祝日） 

「１時間以上、２時間より少ない」が23.6％と最も高く、「30分以上、１時間より少ない」が20.7％と続い

ている。世帯類型別では、ひとり親世帯において１時間以上の勉強時間の割合が他の世帯類型よりも高く

なっているが、２時間以上の勉強時間になると、共働き世帯（類型１）の割合が他の世帯類型よりも高くなっ

ている。経済状況別にみると、準低所得層において「３０分より少ない」勉強時間の割合が、一般層・準低所

得層よりも高くなっている。 

 

高校生 

①学校がある日（月～金曜日） 

「30 分より少ない」が２２．９％と最も高く、「まったくしない」が 21.2％と続いている。小学生・中学生と

比べて、「まったくしない」の割合が高くなっている。 

世帯類型別では、全体的にひとり親世帯の勉強時間が短い傾向にある。経済状況別では、低所得層に

おいて「まったくしない」割合が、一般層よりも高くなっている。 

 

16.9

7.5

12.7

14.6

11.5

13.5

14.5

18.2

22.5

25.5

16.7

19.7

15.9

26.4

15.8

20.7

15.0

14.5

16.7

23.0

17.1

13.6

36.8

23.6

40.0

21.8

29.2

24.6

27.1

30.9

26.3

11.9

5.0

14.5

12.5

14.8

17.1
6.4

8.7

10.0

10.9

10.4

6.6

9.4

8.2

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

21.2

21.4

23.4

12.2

18.9

33.3

22.9

39.3

20.0

22.4

23.8

18.8

19.8

14.3

20.0

22.4

19.3

22.9

16.7

10.7

18.5

14.3

16.8

16.7

13.0

10.7

10.7

24.5

13.9

8.3

5.8

3.6

6.8

4.1

7.0

0.7

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答
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②学校がない日（土・日曜日・祝日） 

「まったくしない」が 27.3％と最も高く、「30 分より少ない」が 20.1％と続いている。 

世帯類型別では、全体的にひとり親世帯の勉強時間が短い傾向にある。 

経済状況別では、低所得層において「まったくしない」割合が高くなっている。 

 

  

27.3

32.1

29.3

18.4

23.0

50.0

20.1

21.4

17.6

28.6

23.4

4.2

11.9

17.9

11.7

10.2

11.5

14.6

12.6

17.9

13.2

6.1

11.5

18.8

11.6

3.6

11.2

18.4

13.1

4.2

15.7

7.1

16.6

18.4

17.2

8.3

0.7

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答



第２節 学習実態 

169 
 

（３）クラスの中での成績 

小学生 問 3 、 中学生 問 3 、 高校生 問 3 

あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（単数回答） 

 

小学生 

世帯類型別にみると、専業主婦（夫）世帯において成績がよいと思っている（「上のほう」と「やや上のほう」

の合計が多い）傾向がみられ、ひとり親世帯において成績がよくないと思っている傾向がみられる。 

経済状況別にみると、準低所得層・低所得層は一般層よりも成績がよくないと思っている傾向がみられ

る。 

 

  

14.0

13.6

15.8

13.1

20.8

18.4

11.7

13.5

19.3

17.3

21.7

26.6

23.8

26.7

19.8

13.5

36.3

37.0

38.8

36.9

36.9

36.2

39.6

29.7

13.1

8.6

11.8

12.6

7.7

8.3

12.6

24.3

7.9

7.4

6.6

4.7

6.2

4.3

8.1

8.1

9.4

16.0

5.3

6.1

4.6

6.1

8.1

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない
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中学生 

世帯類型別にみると、共働き世帯（類型１）の「下のほう」の割合が高くなっている。また、ひとり親世帯に

おいて成績がよくないと思っている傾向がみられる。 

経済状況別にみると、一般層が準低所得層・低所得層と比べて、成績がよいと思っている傾向がみられ

る。 

 

高校生 

世帯類型別にみると、ひとり親世帯で成績がよくないと思っている傾向がみられる。経済状況別にみると、

低所得層は一般層よりも成績がよくないと思っている傾向がみられる。 

 

  

11.4

7.5

10.9

13.2

11.5

15.3

6.4

5.3

19.0

22.5

27.3

25.7

24.6

25.9

25.5

26.3

32.3

45.0

20.0

33.3

41.0

31.8

37.3

42.1

14.9

7.5

14.5

14.6

4.9

12.9

10.0

10.5

18.0

12.5

21.8

12.5

8.2

11.2

15.5

15.8

4.4

5.0

5.5

0.7

9.8

2.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない

17.1

10.7

18.5

14.3

18.0

12.5

27.0

17.9

26.8

30.6

28.3

20.8

27.6

39.3

27.8

22.4

27.9

27.1

13.3

14.3

14.6

10.2

14.3

8.3

9.2

7.1

8.3

14.3

7.8

16.7

4.1

10.7

2.4

6.1

2.5

12.5

1.7

1.5

2.0

1.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答
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（４）授業の理解状況 

小学生 問 4 、 中学生 問 4 、 高校生 問 4 

あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（単数回答） 

 

小学生 

「だいたいわかる」が 41.7％と最も高く、「教科によってはわからないことがある」が 33.3％と続く。 

世帯類型別にみると、専業主婦（夫）世帯において「いつもわかる」の割合が高くなっている。 

経済状況別にみると、一般層は準低所得層・低所得層と比べて、授業の理解度（「いつもわかる」と「だい

たいわかる」の合計）が高くなっている。 

 

  

20.7

22.2

23.0

20.6

26.9

26.4

18.5

18.9

41.7

44.4

40.8

45.8

38.5

43.3

42.8

40.5

33.3

27.2

32.9

30.4

32.3

28.2

34.2

37.8

3.1

3.7

3.3

2.8

2.3

1.8

3.6

2.7

1.2

2.5

0.5

0.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

いつもわかる

だいたいわかる

教科によってはわからないことがある

わからないことが多い

ほとんどわからない
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4.1

4.9

4.1

4.1

4.2

38.2

46.4

35.1

44.9

40.2

29.2

48.8

42.9

52.7

40.8

49.2

47.9

6.8

10.7

4.9

10.2

4.9

14.6

1.0

1.5

0.8

2.1

1.0

1.0

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

いつもわかる

だいたいわかる

教科によってはわからないことがある

わからないことが多い

ほとんどわからない

無回答

中学生 

「教科によってはわからないことがある」が 45.7％と最も高く、「だいたいわかる」が 34.0％と続く。 

世帯類型別にみると、共働き世帯（類型１）において授業の理解度が低い傾向がみられる。 

経済状況別にみると、準低所得層は一般層と比べて授業の理解度が低い傾向がみられる。 

 

高校生 

「教科によってはわからないことがある」が 48.8％と最も高く、「だいたいわかる」が 38.2％と続く。 

世帯類型別にみると、共働き世帯（類型１）の授業の理解度は低い傾向がみられる。 

経済状況別にみると、低所得層は一般層よりも授業の理解度は低い傾向がみられる。 

 

  

11.2

15.0

10.9

13.2

8.2

15.3

8.2

5.3

34.0

40.0

32.7

35.4

45.9

38.2

34.5

63.2

45.7

40.0

47.3

47.2

42.6

42.9

50.0

26.3

6.6

2.5

7.3

4.2

2.9

5.5

2.4

2.5

1.8

3.3

0.6

1.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

いつもわかる

だいたいわかる

教科によってはわからないことがある

わからないことが多い

ほとんどわからない
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（５）授業がわからなくなった時期 

小学生 問 4-1 、 中学生 問 4-1 、 高校生 問 4-1 

【「授業の理解状況」で「教科によってはわからないことがある」～｢ほとんどわからない」を選択した方の

み】 

いつ頃から、授業がわからないことがあるようになりましたか。（単数回答） 

 

小学生 

「４年生の頃」が 37.1％と最も高く、「５年生になってから」が 36.0％と続いている。 

経済状況別にみると、一般層は準低所得層・低所得層よりも早い時期に授業がわからなくなっている傾

向がみられる。 

 

中学生 

「中学 1 年生の頃」が 56.4％と最も高く、「中学２年生になってから」が 25.7％と続いている。経済状況

別にみると、一般層において「中学 1 年生の頃」が高くなっている。 

 

  

7.9

10.1

5.8

19.1

20.2

19.8

26.7

37.1

39.4

37.2

13.3

36.0

30.3

37.2

60.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=445)

【経済状況別】

一般層(n=99)

準低所得層(n=86)

低所得層(n=15)

１・２年生の頃 ３年生の頃 ４年生の頃

５年生になってから

17.9

16.5

20.6

56.4

59.5

50.8

33.3

25.7

24.1

28.6

66.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=346)

【経済状況別】

一般層(n=79)

準低所得層(n=63)

低所得層(n=6)

小学生の頃 中学１年生の頃 中学２年生になってから
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高校生 

「中学生の頃」が 38.6％と最も高く、「高校１年生の頃」が 31.9％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層は一般層よりも早い時期に授業がわからなくなっている傾向がみられる。 

 

 

（６）進学希望 

小学生 問 5 、 中学生 問 5 、 高校生 問 5 

あなたは、将来どの学校まで進学したいですか。（単数回答） 

 

小学生 

「大学またはそれ以上」が 34.2％と最も高く、「短大・高専・専門学校まで」が 20.1％と続いている。 

経済状況別にみると、一般層は「大学またはそれ以上」に進学を希望する割合が高くなっている。 

 

  

14.5

14.2

16.1

38.6

34.3

54.8

31.9

35.8

16.1

14.5

15.7

9.7

0.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=166)

【経済状況別】

一般層(n=134)

低所得層(n=31)

小学生の頃 中学生の頃 高校１年生の頃

高校２年生になってから 無回答

1.0

1.2

0.9

13.6

8.6

13.5

13.5

20.1

17.1

19.0

10.8

34.2

45.1

29.8

35.1

1.1

0.9

0.9

30.0

27.0

36.0

40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 その他 まだわからない
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中学生 

「大学またはそれ以上」が 53.5％と最も高く、「高校まで」が 15.7％と続いている。 

経済状況別にみると、一般層は「大学またはそれ以上」に進学を希望する割合が高くなっている。 

 

高校生 

「大学またはそれ以上」が 73.4％と最も高く、「短大・高専・専門学校まで」が 12.2％と続いている。 

経済状況別にみると、一般層は低所得層と比べて「大学またはそれ以上」に進学を希望する割合が高く

なっている。 

 

 

  

15.7

11.8

10.9

5.3

12.4

8.3

12.7

31.6

53.5

62.3

51.8

42.1

0.5

1.2

0.9

0.6

0.6

17.4

15.9

23.6

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

高校まで 短大・高専・専門学校まで 大学またはそれ以上

その他 進学したくない まだわからない

12.2

9.8

22.9

73.4

78.7

48.0

1.0

0.8

2.1

3.8

2.9

8.3

8.5

7.0

16.7

1.0

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

短大・高専・専門学校まで 大学またはそれ以上 その他

進学したくない まだわからない 無回答
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（７）進学希望の理由 

小学生 問 5-1 、 中学生 問 5-1 、 高校生 問 5-1 

【「進学希望」で進学を選択した方のみ】 

その理由を答えてください。（複数回答） 

 

小学生では、「希望する学校や仕事があるから」が 55.4％と最も高く、「自分の成績から考えて」が

18.8％、「親がそう言っているから」が 12.1％と続いている。 

中学生では、「希望する学校や仕事があるから」が 54.1％と最も高く、「親がそう言っているから」が

27.4％、「自分の成績から考えて」が 24.9％と続いている。 

高校生では、「希望する学校や仕事があるから」が 69.3％と最も高く、「自分の成績から考えて」が

14.6％、「まわりの友だちがそう言っているから」が 11.4％と続いている。 

 

 

55.4

18.8

12.1

5.3

4.5

2.1

2.1

7.5

16.0

0.0

54.1

24.9

27.4

2.1

10.2

8.5

2.7

5.2

11.8

0.0

69.3

14.6

7.1

0.8

3.9

11.4

2.0

2.8

7.5

8.7

0% 20% 40% 60% 80%

希望する学校や仕事があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

早く働く必要があるから

兄・姉がそうしているから

まわりの友だちがそう言っているから

家にお金がないと思うから

その他

特に理由はない

無回答

小学生(n=829)
中学生(n=518)
高校生(n=254)
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第３節 生活実態 

■結果の概要 

【部活動】 

・部活動に参加している割合は、小学生は約７割、中学生は約８割、高校生は約７割となっている。経済状

況別にみると、低所得層は一般層に比べて参加率が低い傾向がみられる。 

・部活動に参加しない理由としては、いずれの調査でも「学校や地域に入りたいクラブ・部活動がないから」

の割合が最も高くなっている。小学生においては「塾や習い事が忙しいから」の割合が、中学生・高校生

よりも高くなっている。 

【食事】 

・朝食を毎日食べる割合は、小学生が約９割、中学生・高校生が約８割となっている。経済状況別にみると、

低所得層に欠食傾向がみられる。 

・食事を楽しいと感じる割合は、小学生が約８割、中学生・高校生が約７割となっている。小学生では、ひと

り親世帯、低所得層において、食事を楽しいと感じる割合が低くなっている。 

【悩み相談の相手】 

・悩み相談の相手は、小学生においては「親」の割合が最も高く、中学生・高校生においては「学校の友達」

の割合が最も高くなっている。若者になると、「親」の割合が最も高くなっている。「だれにも相談できない、

相談したくない」割合は、いずれの調査でも１０％未満だった。 

【世話をしている家族の有無】 

・家族の世話をしている割合は、小学生が約３割、中学生・高校生が約１割となっている。 

・高校生において、家族の世話のために「進路の変更を考えざるを得ない、もしくは進路を変更した」割合

が５.６%となっており、深刻な事例も含まれている。 

【生活への満足度】 

・年齢があがるにつれ、生活への満足度の平均点が減少する傾向がみられる。高校生・若者の低所得層は、

特に平均点が低くなっている。 
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（１）部活動等への参加状況 

小学生 問 6 、 中学生 問 6 、 高校生 問 6 

あなたは、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。（単数回答） 

 

小学生 

「参加している」が 71.6％、「参加していない」が 28.4％となっている。 

経済状況別にみると、低所得層は一般層・準低所得層よりも参加率が低い傾向がみられる。 

 

 

中学生 

「参加している」が 82.1％、「参加していない」が 17.9％となっている。 

世帯類型別にみると、ひとり親世帯の「参加している」割合が高くなっている。 

経済状況別にみると、低所得層の「参加している」割合が高くなっている。 

 

 

71.6

69.1

77.0

71.5

70.0

73.6

71.2

54.1

28.4

30.9

23.0

28.5

30.0

26.4

28.8

45.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

参加している 参加していない

82.1

92.5

81.8

81.9

85.2

84.7

82.7

89.5

17.9

7.5

18.2

18.1

14.8

15.3

17.3

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

参加している 参加していない
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高校生 

「参加している」が 65.2％、「参加していない」が 34.1％となっている。 

経済状況別では、低所得層は一般層よりも参加率が低い傾向がみられる。 

 

 

  

65.2

57.1

68.3

61.2

67.2

56.3

34.1

42.9

30.7

38.8

32.4

41.7

0.7

1.0

0.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

参加している 参加していない 無回答
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（２）部活動等に参加していない理由 

小学生 問 6-1 、 中学生 問 6-1 、 高校生 問 6-1 

【「部活動等への参加状況」で「参加していない」を選択した方のみ】 

参加していない理由は何ですか。（複数回答） 

 

小学生では、「学校や地域に入りたいクラブ・部活動がないから」が 41.4％と最も高く、「塾や習い事が

忙しいから」が 34.2％、「スポーツや文化活動が好きではないから」が 18.2％と続いている。 

中学生では、「学校や地域に入りたいクラブ・部活動がないから」が 46.0％と最も高く、「スポーツや文

化活動が好きではないから」が 23.9％、「塾や習い事が忙しいから」が 18.6％と続いている。 

高校生では、「学校や地域に入りたいクラブ・部活動がないから」が 54.0％と最も高く、「塾や習い事が

忙しいから」が 16.0％、「費用がかかるから」が 10.0％と続いている。 

 

  

41.4

34.2

18.2

12.2

9.8

6.8

2.1

17.9

0.0

46.0

18.6

23.9

8.0

13.3

7.1

5.3

25.7

0.0

54.0

16.0

0.0

8.0

10.0

6.0

0.0

25.0

2.0

0% 20% 40% 60%

学校や地域に入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

スポーツや文化活動が好きではないから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情（家族のお世話、家事など）があるから

よい指導者がいないから

その他

無回答

小学生(n=336)
中学生(n=113)
高校生(n=100)
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97.0

91.4

98.7

97.7

98.5

98.5

97.3

83.8

2.6

7.4

1.3

2.3

1.5

1.2

2.7

16.2

0.3

1.2

0.3

0.1

40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

（３）食事の状況 

小学生 問 7 、 中学生 問 7 、 高校生 問 7 

あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。（単数回答） 

 

小学生 

①朝食 

「毎日食べる（週７日）」が 86.9％となっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型２）の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。

経済状況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

②夕食 

「毎日食べる（週７日）」が 97.0％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。経済状

況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

  

86.9

91.4

92.1

87.4

96.2

92.6

89.6

86.5

8.4

4.9

5.3

10.3

1.5

4.9

7.7

5.4

2.1

1.2

2.0

0.5

1.5

0.9

1.4

5.4

2.6

2.5

0.7

1.9

0.8

1.5

1.4

2.7

40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない
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③夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

「毎日食べる（週７日）」が 90.3％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。経済状

況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

中学生 

①朝食 

「毎日食べる（週７日）」が 80.1％となっている。小学生と比べると、朝食を食べる頻度は低くなっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなってい

る。 

 

  

90.3

87.7

90.8

91.1

93.8

92.6

90.5

83.8

7.3

6.2

7.9

6.1

5.4

5.8

6.3

10.8

1.6

3.7

0.7

2.3

0.9

2.3

0.8

2.5

0.7

0.5

0.8

0.6

0.9

5.4

40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

80.1

92.5

76.4

82.6

88.5

85.9

83.6

78.9

11.4

2.5

16.4

9.7

8.2

7.6

10.9

15.8

2.8

1.8

2.8

2.9

5.7

5.0

5.5

4.9

3.3

3.5

5.5

5.3

40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない
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②夕食 

「毎日食べる（週７日）」が 95.6％となっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。 

 

③夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

「毎日食べる（週７日）」が 86.4％となっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなってい

る。 

 

  

95.6

95.0

92.7

97.2

100.0

96.5

95.5

100.0

3.0

5.0

5.5

1.4

2.4

2.7

0.9

1.8

0.7

0.6

0.9

0.5

0.7

0.6

0.9

40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

86.4

90.0

89.1

90.3

91.8

91.2

90.0

84.2

9.2

7.5

7.3

6.9

8.2

5.9

8.2

15.8

3.8

3.6

2.8

2.9

0.9

0.6

2.5

0.9

40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない
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高校生 

①朝食 

「毎日食べる（週７日）」が 77.1％となっている。 

世帯類型別では、専業主婦（夫）世帯の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも高くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

 

②夕食 

「毎日食べる（週７日）」が 96.2％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

  

77.1

75.0

76.6

87.8

79.9

64.6

11.3

10.7

11.7

2.0

9.8

18.8

3.8

7.1

3.9

2.0

3.3

6.3

6.8

7.1

6.8

8.2

6.6

8.3

1.0

1.0

0.4

2.1

40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答

96.2

89.3

98.5

95.9

97.5

91.7

2.0

10.7

0.5

4.1

1.2

6.3

0.3

0.4

0.3

0.4

1.0

1.0

0.4

2.1

40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答
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③夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

「毎日食べる（週７日）」が 83.3％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯の「毎日食べる（週７日）」割合が他の類型よりも低くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層に比べて「毎日食べる（週７日）」割合が低くなっている。 

 

 

 

  

83.3

67.9

85.9

87.8

84.4

79.2

10.6

17.9

8.3

10.2

9.8

14.6

3.8

10.7

3.4

2.0

4.1

2.1

1.4

3.6

1.5

1.2

2.1

1.0

1.0

0.4

2.1

40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

毎日食べる（週７日） 週５～６日

週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない

無回答
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（４）食事は楽しいか 

小学生 問 8 、 中学生 問 8 、 高校生 問 8 

あなたは毎日の食事が楽しいですか。（単数回答） 

 

小学生 

「とても楽しい」が 54.4％と最も高く、「どちらかといえば楽しい」が 25.3％と続いている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯において楽しいと感じる割合（「とても楽しい」と「どちらかといえば楽しい」

の合計）が低くなっている。 

経済状況別では、所得が低くなるにつれ「とても楽しい」の割合が低くなっている。 

 

  

54.4

49.4

52.0

57.5

62.3

57.4

55.0

45.9

25.3

23.5

25.7

25.2

20.0

25.5

20.3

32.4

18.6

25.9

22.4

15.4

15.4

16.0

23.0

21.6

1.4

1.2

0.9

0.8

0.3

1.4

0.4

0.9

1.5

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

とても楽しい どちらかといえば楽しい

ふつう どちらかといえば楽しくない

まったく楽しくない
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中学生 

「とても楽しい」が 49.7％と最も高く、「どちらかといえば楽しい」が 25.6％と続いている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において楽しいと感じる割合（「とても楽しい」と「どちらかといえば

楽しい」の合計）が高くなっている。経済状況別では、一般層は準低所得層・低所得層と比べて楽しいと感

じる割合が高くなっている。 

 

高校生 

「とても楽しい」が 49.1％と最も高く、「どちらかといえば楽しい」が 24.9％と続いている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において楽しいと感じる割合が高くなっている。経済状況別では、

低所得層が一般層に比べて楽しいと感じる割合が低くなっている。 

 

  

49.7

52.5

52.7

48.6

42.6

53.5

42.7

42.1

25.6

22.5

29.1

24.3

27.9

25.9

24.5

21.1

22.8

25.0

18.2

22.9

29.5

18.8

30.0

36.8

1.4

3.5

1.2

2.7

0.5

0.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

とても楽しい どちらかといえば楽しい

ふつう どちらかといえば楽しくない

まったく楽しくない

49.1

50.0

50.7

44.9

52.0

35.4

24.9

17.9

25.9

24.5

25.8

20.8

21.8

25.0

20.0

26.5

19.7

33.3

2.7

3.6

3.4

1.6

8.3

0.3

2.0

0.4

1.0

3.6

2.0

0.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

とても楽しい どちらかといえば楽しい

ふつう どちらかといえば楽しくない

まったく楽しくない 無回答
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30.1

27.5

18.2

34.7

31.1

32.9

23.6

26.3

46.0

55.0

52.7

46.5

47.5

45.9

54.5

52.6

15.5

10.0

23.6

10.4

18.0

15.3

13.6

10.5

8.4

7.5

5.5

8.3
3.3

5.9

8.2

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

（５）就寝時間 

小学生 問 9 、 中学生 問 9 、 高校生 問 9 

あなたは、ふだん(月曜日～金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ていますか。（単数回答） 

 

小学生 

ほぼ同じ時間に寝ている割合（「そうである」と「どちらかといえばそうである」の合計）が７６.１%となって

いる。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において「そうである」割合が低くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層・準低所得層と比べて「そうである」割合が高くなっている。 

 

中学生 

ほぼ同じ時間に寝ている割合（「そうである」と「どちらかといえばそうである」の合計）が７６.１%となって

いる。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）においてほぼ同じ時間に寝ている割合が低くなっている。 

経済状況別では、一般層が準低所得層・低所得層と比べて「そうである」割合が高くなっている。 

 

  

33.4

40.7

30.3

37.4

43.1

35.9

36.9

48.6

42.7

34.6

48.0

42.5

35.4

42.6

41.0

27.0

16.8

17.3

14.5

15.9

13.8

15.6

15.3

16.2

7.1

7.4

7.2
4.2

7.7

5.8

6.8

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない
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高校生 

ほぼ同じ時間に寝ている割合（「そうである」と「どちらかといえばそうである」の合計）が72.3%となって

いる。 

世帯類型別では、ひとり親世帯においてほぼ同じ時間に寝ている割合が高くなっている。 

経済状況別では、低所得層が一般層に比べて「そうである」割合が低くなっている。 

 

 

 

  

33.4

42.9

32.2

36.7

34.8

27.1

38.9

35.7

40.0

36.7

38.1

43.8

15.4

7.1

16.1

16.3

14.3

20.8

11.3

10.7

11.7

8.2

12.3

6.3

1.0

3.6

2.0

0.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

無回答
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（６）相談できると思う相手 

小学生 問 10 、 中学生 問 10 、 高校生 問 10 、 若者 問 13 

あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれですか。（複数回答） 

 

小学生 

「親」が 78.4％と最も高く、「学校の友だち」が 57.7％、「学校の先生」が 34.1％と続いている。「だれに

も相談できない、相談したくない」が７.９%となっている。 

 

 

 

  

(％)

小学生(n=1,184) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=214) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=130) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=326) 0.0

準低所得層(n=222) 0.0

低所得層(n=37) 0.0

0

親

学

校

の

友

だ

ち

学

校

の

先

生

兄

弟

・

姉

妹

学

校

外

の

友

だ

ち

祖

父

母

な

ど

親

せ

き

ス

ク
ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ
ー

、

ス

ク
ー

ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

な

ど

そ

の

他

の

大

人

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

で

知

り

合
っ

た

人

だ

れ

に

も

相

談

で

き

な

い
、

相

談

し

た

く

な

い

無

回

答

78.4 57.7 34.1 20.4 15.8 15.6 7.0 3.5 1.9 7.9

81.5 61.7 34.6 19.8 11.1 17.3 4.9 2.5 2.5 4.9

75.7 57.2 29.6 19.1 17.8 17.1 9.9 5.9 0.7 6.6

86.0 56.5 33.2 16.4 15.4 13.1 6.1 3.7 1.4 6.1

89.2 63.8 43.8 23.8 21.5 13.8 10.0 3.1 1.5 4.6

84.7 61.0 36.5 17.5 18.7 16.0 8.9 4.3 1.5 5.2

80.2 56.8 32.4 21.2 14.9 12.6 6.3 3.2 0.9 6.8

81.1 64.9 35.1 16.2 13.5 18.9 5.4 2.7 2.7 2.7
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中学生 

「学校の友達」が 70.9％と最も高く、「親」が 66.5％、「学校の先生」が 34.8％と続いている。「だれに

も相談できない、相談したくない」が８.４%となっている。 

 

 

 

  

(％)

中学生(n=632) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=144) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0

準低所得層(n=110) 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0

0

学

校

の

友

達 親

学

校

の

先

生

学

校

外

の

友

達

兄

弟

・

姉

妹

祖

父

母
、

親

せ

き

な

ど

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

で

知

り

合
っ

た

人

ス

ク
ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ
ー

、

ス

ク
ー

ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

な

ど

そ

の

他

の

大

人

だ

れ

に

も

相

談

で

き

な

い
、

相

談

し

た

く

な

い

無

回

答

70.9 66.5 34.8 21.5 20.9 11.2 5.5 5.2 3.3 8.4

75.0 62.5 37.5 27.5 10.0 12.5 7.5 2.5 10.0

65.5 70.9 38.2 29.1 20.0 3.6 3.6 3.6 1.8 12.7

71.5 66.0 34.7 17.4 16.7 8.3 6.3 2.8 2.1 7.6

68.9 83.6 34.4 14.8 26.2 16.4 3.3 11.5 3.3 6.6

68.8 74.7 36.5 22.4 19.4 13.5 6.5 5.9 1.8 8.8

73.6 61.8 35.5 20.0 16.4 4.5 4.5 4.5 3.6 8.2

73.7 78.9 42.1 15.8 15.8 5.3 5.3
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高校生 

「学校の友達」が 66.6％と最も高く、「親」が 66.2％、「学校外の友達」が 30.0％と続いている。「だれ

にも相談できない、相談したくない」が７.８%となっている。ひとり親世帯、低所得層において、「だれにも相

談できない、相談したくない」割合が高くなっている。 

 

 

 

 

  

(％)

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

学

校

の

友

達 親

学

校

外

の

友

達

兄

弟

・

姉

妹

学

校

の

先

生

祖

父

母

な

ど

親

せ

き

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

で

知

り

合
っ

た

人

ス

ク
ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ
ー

、

ス

ク
ー

ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

な

ど

そ

の

他

の

大

人

だ

れ

に

も

相

談

で

き

な

い
、

相

談

し

た

く

な

い

無

回

答

66.6 66.2 30.0 19.8 18.4 6.8 5.1 3.1 2.4 7.8 1.0

46.4 53.6 25.0 17.9 21.4 10.7 3.6 14.3 7.1 14.3 3.6

70.2 66.8 33.7 20.0 17.6 5.9 3.4 2.0 2.0 8.3

63.3 71.4 22.4 24.5 20.4 8.2 10.2 2.0 4.1 2.0

68.9 70.5 30.7 21.3 20.5 7.0 3.7 2.5 2.5 6.6 0.4

56.3 45.8 27.1 12.5 8.3 6.3 12.5 6.3 2.1 14.6 2.1
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若者 

「親」が 80.8％と最も高く、「友人」が 65.3％、「兄弟・姉妹」が 25.7％と続いている。「だれにも相談で

きない、相談したくない」が４.２%となっている。 

 

 

  

（％）

若者(n=167)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=14) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=38) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=71) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55) 0.0 0.0 0.0

無
回
答親

友
人

兄
弟
・
姉
妹

配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー

職
場
の
同
僚

祖
父
母
な
ど
親
せ
き

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
で
知
り
合
っ

た
人

学
校
の
先
生

地
域
の
人

そ
の
他

だ
れ
に
も
相
談
で
き
な
い
、

相
談
し
た
く
な
い

80.8 65.3 25.7 18.0 12.0 7.8 6.6 4.8 0.6 3.0 4.2 0.6

64.3 64.3 14.3 7.1 14.3 7.1 7.1

86.8 76.3 23.7 7.9 7.9 5.3 10.5 5.3 5.3 5.3

84.5 62.0 35.2 15.5 12.7 5.6 5.6 7.0 1.4 4.2

83.0 67.9 28.6 17.9 9.8 8.9 5.4 7.1 0.9 0.9 3.6 0.9

76.4 60.0 20.0 18.2 16.4 5.5 9.1 7.3 5.5
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（７）お世話をしている家族の有無 

小学生 問 11 、 中学生 問 11 、 高校生 問 11 

家族の中に、あなたがお世話をしている人はいますか。（単数回答） 

 

小学生では、「いる」が 27.3％、「いない」が 72.7％となっている。 

中学生では、「いる」が 12.8％、「いない」が 87.2％となっている。 

高校生では、「いる」が 6.1％、「いない」が 93.2％となっている。 

 

 

  

27.3

12.8

6.1

72.7

87.2

93.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

いる いない 無回答
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（８）お世話をしていることで、やりたくてもできないこと 

小学生 問 11-1 、 中学生 問 11-1 、 高校生 問 11-1 

【「お世話をしている家族の有無」で「いる」を選択した方のみ】 

お世話をしていることで、やりたくてもできていないことはありますか。（複数回答） 

 

小学生では、「自分の時間がとれない」が 16.7％と最も高くなっている。 

中学生では、「睡眠が十分に取れない」が 12.3％と最も高くなっている。 

高校生では、「自分の時間がとれない」と「睡眠が十分に取れない」が、それぞれ 11.1％と最も高くなって

いる。 

 

  

16.7

13.0

12.1

10.2

9.9

9.0

3.4

0.9

59.8

0.0

8.6

12.3

8.6

1.2

2.5

11.1

2.5

1.2

1.2

67.9

0.0

11.1

11.1

5.6

0.0

0.0

5.6

0.0

5.6

0.0

72.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

自分の時間がとれない

睡眠が十分に取れない

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

友達と遊ぶことができない

部活や習いごとができない、もしくは辞めざるを

得なかった

進路の変更を考えざるを得ない、もしくは進路を

変更した

その他

特にない

無回答
小学生(n=323)
中学生(n=81)
高校生(n=18)
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（９）生活への満足度 

小学生 問 12 、 中学生 問 12 、 高校生 問 12 、 若者 問 10 

全体として、あなたは最近の生活にどのくらい満足していますか。「０」（まったく満足していない）から「10」

（十分に満足している）の数字で答えてください。（単数回答） 

 

小学生 

「10 点（十分に満足している）」が 35.9％と最も高く、「８点」が 16.6％、「９点」が 15.2％と続いている。 

 

 

経済状況別に平均点をみると、準低所得層が一般層・低所得層と比べて低くなっている。 

 

 

 

  

1.2

0.5

0.5

1.7

4.1

6.8

6.8

10.7

16.6

15.2

35.9

0% 20% 40%

０点（まったく満足していない）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（十分に満足している）

小学生(n=1,184)

8.02 

8.09 

8.18 

8.23 

8.12 

8.43 

7.78 

8.41 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

【平均点】
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中学生 

「10 点（十分に満足している）」が 22.3％と最も高く、「８点」が 21.2％、「７点」が 14.1％と続いている。 

 

 

経済状況別に平均点をみると、準低所得層が一般層・低所得層と比べて低くなっている。全体的に、小

学生よりも平均点は低くなっている。 

 

 

 

  

0.6

0.8

1.7

4.6

4.9

9.0

8.5

14.1

21.2

12.2

22.3

0% 20% 40%

０点（まったく満足していない）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（十分に満足している）
中学生(n=632)

7.35 

7.65 

7.42 

7.43 

7.69 

7.61 

7.26 

7.74 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

【平均点】
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高校生 

「10 点（十分に満足している）」が 21.1％と最も高く、「８点」が 19.4％、「７点」が 13.5％と続いている。 

 

 

経済状況別に平均点をみると、低所得層が一般層と比べて低くなっている。 

 

 
 

 

  

1.0

1.4

1.7

3.8

6.2

12.5

11.8

13.5

19.4

7.6

21.1

0% 20% 40%

０点（まったく満足していない）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（十分に満足している）
高校生(n=293)

7.03 

6.48 

7.20 

6.62 

7.39 

5.17 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

高校生(n=289)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=27)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=47)

【経済状況別】

一般層(n=242)

低所得層(n=47)

【平均点】
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若者 

「７点」が 24.7％と最も高く、「８点」が 15.7％、「５点」が 13.9％と続いている。 

 

 

経済状況別に平均点をみると、低所得層が一般層と比べて低くなっている。全体的に、高校生までと比

べて平均点は低くなっている。 

 

 

0.6

0.6

2.4

6.6

7.2

13.9

12.0

24.7

15.7

8.4

7.8

0% 20% 40%

０点（まったく満足していない）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（十分に満足している）
若者(n=167)

6.48 

6.79 

6.61 

6.90 

6.87 

5.69 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

若者(n=166)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=14)

共働き世帯（類型１）(n=38)

専業主婦（夫）世帯(n=71)

【経済状況別】

一般層(n=111)

低所得層(n=55)

【平均点】
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第４節 子どもの意識 

■結果の概要 

【自己肯定感等】 

・「自分のことが好き」と思う割合は、小学生が 60.6％、中学生が 55.1％、高校生が 53.6％、若者が

64.1％となっている。中学生・高校生になると自己肯定感が減少し、進路選択を経ると（若者になると）自

己肯定感が増加しているものと考えられる。 

・高校生の低所得層において、「自分のことが好き」と思う割合が特に低く、29.2％となっている。家庭の経

済状態や学力から、進路選択に制限があるように感じることが原因のひとつと考えられる。 

・将来の夢がある割合は、小学生が８割を超えているのに対し、中学生以上は約６割となっている。 

【居場所】 

・最も安心できる居場所は、小学生においては「家庭」となっているが、中学生・高校生・若者では「自分の

部屋」となっている。 

・「インターネット空間」を安心できる居場所と感じる割合（「そう思う」の割合）は、小学生が18.6％、中学生

が 26.7％、高校生が 21.8％、若者が 29.9％となっている。若者が最も高く、「学校・職場」や「地域」よ

りも安心できる居場所と感じる割合は高くなっている。 
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（１）自己肯定感・非認知能力 

小学生 問 13 、 中学生 問 13 、 高校生 問 13 、 若者 問 9 

あなたが自分自身について思っていることを、次の①から⑩のそれぞれの項目について答えてください。 

（単数回答） 

 

小学生 

①全体 

「自分のことが好き」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）が、６０.６％となっている。 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分なりの考えをもった人間だと思う」が 37.8％と最も高くなっ

ている。また、「まったくそう思わない」の割合をみると、「落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりすることがよくあ

る」が 30.4％と最も高くなっている。 

 

 

 

  

27.7

26.0

37.8

25.4

36.8

16.0

13.3

19.3

10.9

16.0

32.9

45.9

35.7

32.9

37.1

19.3

17.5

26.4

15.6

19.4

22.7

19.3

18.4

28.8

11.9

32.8

31.5

27.2

35.7

28.8

8.6

3.5

4.1

8.7

4.1

26.0

30.4

20.7

23.1

28.5

8.1

5.2

4.0

4.1

10.1

6.0

7.3

6.3

14.6

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことが好き(n=1,184)

②引き受けたことは最後までやりとげる

人間だと思う(n=1,184)

③自分なりの考えをもった人間だと思う(n=1,184)

④一人でも何かを決めることができる

人間だと思う(n=1,184)

⑤まわりの人から大切にされていると思う(n=1,184)

⑥心配ごとが多く、いつも不安に思っている(n=1,184)

⑦落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりする

ことがよくある(n=1,184)

⑧新しい場面に直面すると、不安になり

自信をなくしやすい(n=1,184)

⑨年の近い子どもたちより、大人といる方が

うまくいく(n=1,184)

⑩こわがりで、すぐにおびえたりする(n=1,184)

そう思う だいたいそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

わからない 無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分のことが好き 

一般層は「自分のことが好き」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）が６８.１％と、準

低所得層・低所得層に比べて高くなっている。 

 

 

(ⅱ) 引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う 

所得が低くなるにつれ、「引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だ

いたいそう思う」の合計）が低くなっている。 

 

  

27.7

34.4

26.1

29.7

32.9

33.7

35.6

32.4

22.7

17.8

22.5

18.9

8.6

7.4

9.5

10.8

8.1

6.7

6.3

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

26.0

33.1

22.5

16.2

45.9

45.1

46.8

48.6

19.3

16.0

22.1

18.9

3.5

2.1

1.8

2.7

5.2

3.7

6.8

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない
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(ⅲ) 自分なりの考えをもった人間だと思う 

所得が低くなるにつれ、「自分なりの考えをもった人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思

う」の合計）が低くなっている。 

 

 

(ⅳ) 一人でも何かを決めることができる人間だと思う 

所得が低くなるにつれ、「一人でも何かを決めることができる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だ

いたいそう思う」の合計）が低くなっている。 

 

 

  

37.8

40.5

30.6

29.7

35.7

39.0

41.4

29.7

18.4

15.3

20.7

27.0

4.1

2.5

4.1

5.4

4.0

2.8

3.2

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

25.4

28.2

21.6

24.3

32.9

34.0

37.4

32.4

28.8

26.7

31.1

27.0

8.7

6.4

7.7

5.4

4.1

4.6

2.3

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

204 

 

(ⅴ) まわりの人から大切にされていると思う 

「まわりの人から大切にされていると思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）について

は、経済状況による大きな違いはみられない。 

 

 

(ⅵ) 心配ごとが多く、いつも不安に思っている 

「心配ごとが多く、いつも不安に思っている」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）につい

ては、準低所得層において 41.０％と最も高くなっている。 

 

 

  

36.8

45.1

36.5

40.5

37.1

34.7

39.6

37.8

11.9

8.3

12.6

8.1

4.1

3.7

3.2

10.1

8.3

8.1

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

16.0

12.6

21.2

16.2

19.3

16.0

19.8

16.2

32.8

36.2

33.3

40.5

26.0

29.8

23.4

21.6

6.0

5.5

2.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない
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(ⅶ) 落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりすることがよくある 

「落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりすることがよくある」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合

計）については、準低所得層において 32.０％と最も高くなっている。 

 

 

(ⅷ) 新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい 

所得が低くなるにつれ、「新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい」割合（「そう思う」

と「だいたいそう思う」の合計）が高くなっている。 

 

 

  

13.3

10.4

16.2

18.9

17.5

16.6

15.8

5.4

31.5

31.0

33.3

29.7

30.4

34.0

28.8

43.2

7.3

8.0

5.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

19.3

15.3

23.4

18.9

26.4

28.2

26.1

35.1

27.2

26.4

31.5

16.2

20.7

22.7

16.7

21.6

6.3

7.4

2.3

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない
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(ⅸ) 年の近い子どもたちより、大人といる方がうまくいく 

「年の近い子どもたちより、大人といる方がうまくいく」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合

計）については、低所得層において 35.1％と、一般層・準低所得層と比べて高くなっている。 

 

 

(ⅹ) こわがりで、すぐにおびえたりする 

一般層は「こわがりで、すぐにおびえたりする」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

が 33.1％と、準低所得層・低所得層に比べて低くなっている。 

 

  

10.9

10.4

12.6

21.6

15.6

13.8

10.8

13.5

35.7

35.0

42.3

29.7

23.1

24.5

20.3

24.3

14.6

16.3

14.0

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

16.0

14.1

18.5

10.8

19.4

19.0

21.6

29.7

28.8

28.5

31.5

16.2

28.5

31.6

24.3

35.1

7.3

6.7

4.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない
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中学生 

①全体 

「自分のことが好き」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）が、５５.１％となっている。 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分なりの考えをもった人間だと思う」が 37.8％と最も高くなっ

ている。また、「まったくそう思わない」の割合をみると、「こわがりで、すぐにおびえたりする」が 29.1％と最

も高くなっている。 

 

  

20.9

33.5

37.8

22.6

29.1

18.7

15.7

23.4

10.3

9.2

34.2

48.7

41.6

38.3

43.8

28.3

21.5

30.5

12.8

18.2

27.7

9.5

12.5

28.8

13.1

30.9

32.1

27.4

37.3

35.6

9.2

4.4

3.8

6.2

2.7

18.4

25.3

14.1

22.2

29.1

7.4

3.2

3.6

3.5

10.6

3.2

4.7

4.0

16.8

7.3

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことが好き(n=632)

②引き受けたことは最後までやりとげる

人間だと思う(n=632)

③自分なりの考えをもった人間だと思う(n=632)

④一人でも何かを決めることができる

人間だと思う(n=632)

⑤まわりの人から大切にされていると思う(n=632)

⑥心配ごとが多く、いつも不安に思っている(n=632)

⑦落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりする

ことがよくある(n=632)

⑧新しい場面に直面すると、不安になり

自信をなくしやすい(n=632)

⑨同年代の子どもたちより、大人といる方が

うまくいく(n=632)

⑩こわがりで、すぐにおびえたりする(n=632)

そう思う だいたいそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

わからない 無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分のことが好き 

「自分のことが好き」だと思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、準低所得

層において 50.0％と最も低くなっている。 

 

 

(ⅱ) 引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う 

所得が低くなるにつれ、「引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だ

いたいそう思う」の合計）が低くなっている。 

 

  

20.9

20.0

20.9

31.6

34.2

37.6

29.1

31.6

27.7

26.5

36.4

21.1

9.2

9.4

7.3

5.3

7.4

6.5

6.4

10.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

33.5

37.6

34.5

42.1

48.7

51.8

52.7

42.1

9.5

5.3

7.3

5.3

4.4

2.4

2.7

5.3

3.2

2.9

2.7

5.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅲ) 自分なりの考えをもった人間だと思う 

低所得層において「自分なりの考えをもった人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」

の合計）が低くなっている。 

 

 

(ⅳ) 一人でも何かを決めることができる人間だと思う 

「一人でも何かを決めることができる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、準低所得層において 57.2％と最も低くなっている。 

 

 

  

37.8

40.6

40.9

31.6

41.6

40.0

40.0

47.4

12.5

14.7

10.9

5.3

3.8

1.8

4.5

5.3

3.6

2.9

3.6

10.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

22.6

21.8

24.5

21.1

38.3

41.8

32.7

52.6

28.8

26.5

34.5

26.3

6.2

6.5

5.5

3.5

3.5

2.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅴ) まわりの人から大切にされていると思う 

「まわりの人から大切にされていると思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）について

は、準低所得層が 70.9％と最も低くなっている。 

 

 

(ⅵ) 心配ごとが多く、いつも不安に思っている 

所得が低くなるにつれ、「心配ごとが多く、いつも不安に思っている」割合（「そう思う」と「だいたいそ

う思う」の合計）が高くなっている。 

 

 

  

29.1

34.1

24.5

36.8

43.8

41.2

46.4

47.4

13.1

11.2

15.5

5.3

2.7

1.8

0.9

10.6

11.8

12.7

10.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

18.7

17.6

21.8

21.1

28.3

28.8

27.3

31.6

30.9

32.9

28.2

21.1

18.4

18.8

18.2

26.3

3.2

1.8

4.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅶ) 落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりすることがよくある 

所得が低くなるにつれ、「落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりすることがよくある」割合（「そう思う」と「だ

いたいそう思う」の合計）が高くなっている。 

 

 

(ⅷ) 新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい 

「新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい」割合については、準低所得層において

「そう思う」割合が特に高くなっている。 

 

 

  

15.7

12.9

13.6

15.8

21.5

23.5

25.5

31.6

32.1

39.4

28.2

36.8

25.3

22.9

28.2

15.8

4.7

1.2

4.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

23.4

19.4

27.3

15.8

30.5

37.6

30.9

42.1

27.4

27.1

21.8

31.6

14.1

11.8

18.2

10.5

4.0

4.1

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅸ) 同年代の子どもたちより、大人といる方がうまくいく 

「同年代の子どもたちより、大人といる方がうまくいく」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合

計）については、準低所得層において 14.6％と最も低くなっている。 

 

 

(ⅹ) こわがりで、すぐにおびえたりする 

「こわがりで、すぐにおびえたりする」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、低

所得層が 42.1％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

12.4

7.3

15.8

12.8

13.5

7.3

10.5

37.3

37.6

42.7

47.4

22.2

19.4

25.5

15.8

16.8

17.1

17.3

10.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

9.2

7.1

10.9

10.5

18.2

21.8

16.4

31.6

35.6

36.5

39.1

31.6

29.1

28.8

26.4

15.8

7.3

5.9

7.3

10.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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高校生 

①全体 

「自分のことが好き」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）が、53.6％となっている。 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分なりの考えをもった人間だと思う」が 41.0％と最も高くなっ

ている。また、「まったくそう思わない」の割合をみると、「こわがりで、すぐにおびえたりする」が 30.0％と最

も高くなっている。 

 

 

  

22.2

36.5

41.0

29.7

34.8

19.8

12.3

23.5

9.2

7.2

31.4

45.7

38.9

29.7

43.3

30.7

21.5

34.5

14.0

15.7

29.0

11.6

14.7

30.7

11.3

31.4

35.5

25.9

41.6

42.7

9.9

3.1

2.4

6.5

2.4

13.0

26.6

11.9

23.2

30.0

7.2

2.7

1.7

2.4

7.8

4.1

3.8

3.8

11.6

4.1

0.3

0.3

1.4

1.0

0.3

1.0

0.3

0.3

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことが好き(n=293)

②引き受けたことは最後までやりとげる

人間だと思う(n=293)

③自分なりの考えをもった人間だと思う(n=293)

④一人でも何かを決めることができる

人間だと思う(n=293)

⑤まわりの人から大切にされていると思う(n=293)

⑥心配ごとが多く、いつも不安に思っている(n=293)

⑦落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりする

ことがよくある(n=293)

⑧新しい場面に直面すると、不安になり

自信をなくしやすい(n=293)

⑨同年代の子どもたちより、大人といる方が

うまくいく(n=293)

⑩こわがりで、すぐにおびえたりする(n=293)

そう思う だいたいそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

わからない 無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分のことが好き 

「自分のことが好き」だと思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、低所得層

が一般層に比べて低く、29.2％となっている。 

 

 

(ⅱ) 引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う 

「引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、低所得層が一般層に比べて低く、66.6％となっている。 

 

  

22.2

23.8

14.6

31.4

34.8

14.6

29.0

29.1

29.2

9.9

7.0

25.0

7.2

5.3

16.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

36.5

39.8

20.8

45.7

45.9

45.8

11.6

11.1

14.6

3.1

2.0

8.3

2.7

1.2

10.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅲ) 自分なりの考えをもった人間だと思う 

「自分なりの考えをもった人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、

低所得層が一般層に比べて低く、73.0％となっている。 

 

 

(ⅳ) 一人でも何かを決めることができる人間だと思う 

「一人でも何かを決めることができる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、低所得層が一般層に比べて低く、45.8％となっている。 

 

 

  

41.0

43.4

29.2

38.9

38.1

43.8

14.7

14.8

14.6

2.4

1.6

6.2

1.7

1.2

4.2

1.4

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

29.7

32.8

14.6

29.7

29.5

31.2

30.7

29.9

35.4

6.5

6.1

8.3

2.4

1.2

8.3

1.0

0.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅴ) まわりの人から大切にされていると思う 

「まわりの人から大切にされていると思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）について

は、低所得層が一般層に比べて低く、52.1％となっている。 

 

 

(ⅵ) 心配ごとが多く、いつも不安に思っている 

「心配ごとが多く、いつも不安に思っている」割合については、低所得層が一般層に比べて「そう思う」

割合が高く、29.2％となっている。 

 

 

  

34.8

38.5

16.7

43.3

45.1

35.4

11.3

9.8

18.8

2.4

1.2

8.3

7.8

5.3

20.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

19.8

18.0

29.2

30.7

32.0

25.0

31.4

32.8

25.0

13.0

13.5

10.4

4.1

2.9

10.4

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅶ) 落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりすることがよくある 

「落ちこんで沈んだり、涙ぐんだりすることがよくある」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、低所得層が一般層に比べて高く、４１.６％となっている。 

 

 

(ⅷ) 新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい 

「新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい」割合については、低所得層が一般層に

比べて「そう思う」割合が高く、33.3％となっている。 

 

 

  

12.3

10.7

20.8

21.5

21.7

20.8

35.5

36.9

29.2

26.6

28.3

18.8

3.8

2.5

10.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

23.5

21.7

33.3

34.5

36.1

27.1

25.9

25.8

27.1

11.9

13.5

4.2

3.8

2.9

8.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅸ) 同年代の子どもたちより、大人といる方がうまくいく 

「同年代の子どもたちより、大人といる方がうまくいく」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合

計）については、低所得層が一般層に比べて高く、31.3％となっている。 

 

 

(ⅹ) こわがりで、すぐにおびえたりする 

「こわがりで、すぐにおびえたりする」割合については、低所得層が一般層に比べて「そう思う」割合

が高く、12.5％となっている。 

 

 

 

 

 

  

9.2

7.8

16.7

14.0

13.9

14.6

41.6

45.5

22.9

23.2

23.8

20.8

11.6

9.0

25.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

7.2

6.1

12.5

15.7

16.8

10.4

42.7

41.0

52.1

30.0

32.0

20.8

4.1

4.1

4.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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若者 

①全体 

「自分のことが好き」と思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）が、64.1％となっている。 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分なりの考えをもった人間だと思う」が 46.1％と最も高くなっ

ている。また、「まったくそう思わない」の割合をみると、「こわがりで、すぐにおびえたりする」が 23.4％と最

も高くなっている。 

 

 

  

23.4

44.3

46.1

27.5

44.3

25.1

19.8

35.9

9.6

40.7

44.9

36.5

37.7

40.7

28.1

21.0

32.3

27.5

22.8

7.8

12.0

24.0

9.6

34.7

38.9

22.8

37.1

7.8

1.8

4.8

9.0

2.4

10.8

19.8

8.4

23.4

4.8

0.6

1.2

2.4

0.6

1.8

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことが好き(n=167)

②引き受けたことは最後までやりとげる

人間だと思う(n=167)

③自分なりの考えをもった人間だと思う(n=167)

④一人でも何かを決めることができる

人間だと思う(n=167)

⑤まわりの人から大切にされていると思う(n=167)

⑥心配ごとが多く、いつも不安に思っている(n=167)

⑦落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりする

ことがよくある(n=167)

⑧新しい場面に直面すると、不安になり

自信をなくしやすい(n=167)

⑨こわがりで、すぐにおびえたりする(n=167)

そう思う だいたいそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

わからない 無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分のことが好き 

「自分のことが好き」だと思う割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、低所得層

が一般層に比べて低く、60.0％となっている。 

 

 

(ⅱ) 引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う 

「引き受けたことは最後までやりとげる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、低所得層が一般層に比べて低く、87.3％となっている。 

 

  

23.4

20.5

29.1

40.7

45.5

30.9

22.8

21.4

25.5

7.8

7.1

9.1

4.8

4.5

5.5

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

44.3

45.5

41.8

44.9

44.6

45.5

7.8

6.2

10.9

1.8

1.8

1.8

0.6

0.9

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅲ) 自分なりの考えをもった人間だと思う 

「自分なりの考えをもった人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、

低所得層が一般層に比べて低く、72.7％となっている。 

 

 

(ⅳ) 一人でも何かを決めることができる人間だと思う 

「一人でも何かを決めることができる人間だと思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）

については、低所得層が一般層に比べて低く、56.4％となっている。 

 

 

  

46.1

47.3

43.6

36.5

40.2

29.1

12.0

7.1

21.8

4.8

4.5

5.5

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

27.5

28.6

25.5

37.7

41.1

30.9

24.0

22.3

27.3

9.0

6.2

14.5

1.2

0.9

1.8

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅴ) まわりの人から大切にされていると思う 

「まわりの人から大切にされていると思う」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）について

は、低所得層が一般層に比べて低く、78.2％となっている。 

 

 

(ⅵ) 心配ごとが多く、いつも不安に思っている 

「心配ごとが多く、いつも不安に思っている」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）につい

ては、低所得層が一般層に比べて高く、60.0％となっている。 

 

 

  

44.3

47.3

38.2

40.7

41.1

40.0

9.6

7.1

14.5

2.4

2.7

1.8

2.4

0.9

5.5

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

25.1

24.1

27.3

28.1

25.9

32.7

34.7

36.6

30.9

10.8

12.5

7.3

0.6

1.8

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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(ⅶ) 落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりすることがよくある 

「落ちこんでしずんだり、涙ぐんだりすることがよくある」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合

計）については、低所得層が一般層に比べて高く、49.1％となっている。 

 

 

(ⅷ) 新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい 

「新しい場面に直面すると、不安になり自信をなくしやすい」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」

の合計）については、低所得層が一般層に比べて高く、76.３％となっている。 

 

 

  

19.8

17.0

25.5

21.0

19.6

23.6

38.9

41.1

34.5

19.8

21.4

16.4

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答

35.9

32.1

43.6

32.3

32.1

32.7

22.8

25.9

16.4

8.4

8.9

7.3

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

224 

 

(ⅸ) こわがりで、すぐにおびえたりする 

「こわがりで、すぐにおびえたりする」割合（「そう思う」と「だいたいそう思う」の合計）については、低

所得層が一般層に比べて高く、41.8％となっている。 

 

 

 

 

 

  

9.6

8.9

10.9

27.5

25.9

30.9

37.1

36.6

38.2

23.4

26.8

16.4

1.8

0.9

3.6

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない 無回答
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（２）将来の夢 

小学生 問 14 、 中学生 問 14 、 高校生 問 14 、 若者 問 15 

あなたは、将来の夢がありますか。（単数回答） 

 

「ある」の割合をみると、小学生が 83.5％と最も高くなっている。経年比較では、前回調査と大きな違い

はみられない。 

 

＜今回（R5）調査＞ 

 

＜前回（H30）調査＞ 

 
 

小学生 

「ある」が 83.5％となっている。 

 

  

83.5

60.8

62.5

62.9

16.5

38.6

37.2

36.5

0.6

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

若者(n=167)

ある ない 無回答

84.9

64.6

66.7

15.1

35.0

32.8

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=465)

中学生(n=311)

高校生(n=345)

ある ない 無回答

83.5

83.1

80.2

86.5

16.5

16.9

19.8

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

ある ない
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中学生 

「ある」が 60.8％となっている。小学生よりも「ある」の割合は低くなっている。 

 

高校生 

「ある」が 62.5％となっている。 

 

若者 

「ある」が 62.9％となっている。 

 

  

60.8

58.2

58.2

63.2

38.6

41.8

41.8

36.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

ある ない 無回答

62.5

62.3

62.5

37.2

37.3

37.5

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

ある ない 無回答

62.9

65.2

58.2

36.5

33.9

41.8

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

ある ない 無回答
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（３）孤独を感じること 

若者 問 12 

あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。（単数回答） 

 

「ほとんどない」が 32.3％と最も高く、「たまにある」が 31.7％、「時々ある」が 15.6％と続いている。 

 

 

 

（４）社会貢献への意識 

若者 問 14 

あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（単数回答） 

 

社会貢献をしたいと思う割合（「そう思う」と「どちらかといえば、そう思う」の合計）は、８５.０％となってい

る。 

 

 

  

14.4 32.3 31.7 15.6 5.4 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

決してない ほとんどない たまにある

時々ある しばしばある・常にある 無回答

39.5 45.5 11.4
3.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答
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（５）安心できる居場所 

小学生 問 16 、 中学生 問 16 、 高校生 問 16 、 若者 問 11 

次の場所は、今のあなたにとっての居場所（ほっとできる場所、居心地のいい場所など）になっています

か。次の①から⑥のそれぞれの項目について答えてください。（単数回答） 

 

小学生 

①全体 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「家庭（親せきの家をふくむ）」が 67.6％と最も高くなっている。ま

た、「そう思わない」の割合をみると、「インターネット空間」が 36.1％と最も高くなっている。 

 

  

60.1

67.6

39.2

13.5

32.6

18.6

22.4

21.9

36.8

26.1

32.1

20.9

5.2

5.9

14.6

23.4

16.7

21.0

10.2

3.3

7.5

33.4

16.0

36.1

2.0

1.4

1.9

3.5

2.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の部屋(n=1,184)

②家庭（親せきの家をふくむ）(n=1,184)

③学校(n=1,184)

④児童館・こども館・青少年会館(n=1,184)

⑤地域（ちいき）（現在住んでいる場所やその周辺の

建物など）(n=1,184)

⑥インターネット空間(n=1,184)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分の部屋 

一般層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、準低所得層・低所

得層に比べて高く、84.7％となっている。 

 

 

(ⅱ) 家庭 

準低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・低所

得層に比べて低く、90.1％となっている。 

 

  

60.1

63.2

61.7

64.9

22.4

21.5

21.2

8.1

5.2

4.9

6.3

10.8

10.2

8.9

8.6

16.2

2.0

1.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

67.6

74.2

66.2

73.0

21.9

19.0

23.9

18.9

5.9

3.4

7.2

3.3

2.8

0.9

8.1

1.4

0.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅲ) 学校 

所得が低くなるにつれ、安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が低くな

っている。 

 

 

(ⅳ) 児童館・こども館・青少年会館 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・準低所

得層に比べて高く、45.9％となっている。 

 

 

 

 

  

39.2

40.8

41.0

35.1

36.8

38.0

35.1

37.8

14.6

12.9

13.1

21.6

7.5

7.1

8.6

2.7

1.9

1.2

2.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

13.5

16.0

12.6

24.3

26.1

25.5

24.8

21.6

23.4

19.6

25.7

13.5

33.4

35.6

33.3

37.8

3.5

3.4

3.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅴ) 地域 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・準低所

得層に比べて低く、59.4％となっている。 

 

 

(ⅵ) インターネット空間 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・準低所

得層に比べて高く、43.2％となっている。 

 

 

 

 

  

32.6

34.7

36.5

32.4

32.1

31.0

30.2

27.0

16.7

16.9

15.3

18.9

16.0

15.6

15.8

18.9

2.5

1.8

2.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

18.6

19.0

18.0

24.3

20.9

19.6

17.6

18.9

21.0

22.4

23.0

18.9

36.1

36.8

37.8

35.1

3.4

2.1

3.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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中学生 

①全体 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分の部屋」が 70.6％と最も高くなっている。また、「そう思わな

い」の割合をみると、「児童館・こども館・青少年会館」が 36.1％と最も高くなっている。 

「インターネット空間」を「そう思う」割合は２６.７％となっており、小学生と比べて増加している。 

 

  

70.6

58.7

31.6

7.9

27.5

26.7

20.1

29.7

41.3

25.0

39.2

30.9

3.5

6.6

15.5

23.1

13.9

19.9

3.2

2.5

8.1

36.1

14.9

17.7

2.7

2.4

3.5

7.9

4.4

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の部屋(n=632)

②家庭（親せきの家を含む）(n=632)

③学校(n=632)

④児童館・こども館・青少年会館(n=632)

⑤地域（現在住んでいる場所やその周辺の

施設など）(n=632)

⑥インターネット空間(n=632)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分の部屋 

準低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・低所

得層に比べて低く、90.0％となっている。 

 

 

(ⅱ) 家庭 

準低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・低所

得層に比べて低く、90.9％となっている。 

 

  

70.6

74.1

66.4

84.2

20.1

18.8

23.6

15.8

3.5

4.1

2.7

3.2

2.4

1.8

2.7

0.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

58.7

65.9

59.1

63.2

29.7

28.8

31.8

31.6

6.6

3.5

5.5

5.3

2.5

1.8

2.7

2.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅲ) 学校 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・準低所

得層に比べて高く、89.5％となっている。 

 

 

(ⅳ) 児童館・こども館・青少年会館 

所得が低くなるにつれ、安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が低くな

っている。低所得層において「そう思う」割合が特に高くなっている。 

 

 

 

 

  

31.6

37.6

32.7

31.6

41.3

37.6

39.1

57.9

15.5

14.1

18.2

10.5

8.1

10.0

8.2

3.5

0.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

7.9

7.1

8.2

21.1

25.0

28.2

25.5

10.5

23.1

23.5

25.5

36.8

36.1

38.2

33.6

31.6

7.9

2.9

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅴ) 地域 

一般層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、準低所得層・低所

得層に比べて高く、75.3％となっている。 

 

 

(ⅵ) インターネット空間 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層・準低所

得層に比べて低く、52.7％となっている。 

 

 

 

 

  

27.5

29.4

28.2

31.6

39.2

45.9

34.5

36.8

13.9

10.6

17.3

21.1

14.9

13.5

17.3

10.5

4.4

0.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

26.7

27.1

28.2

21.1

30.9

32.9

33.6

31.6

19.9

17.6

17.3

31.6

17.7

22.4

16.4

15.8

4.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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高校生 

①全体 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分の部屋」が 74.4％と最も高くなっている。また、「そう思わな

い」の割合をみると、「児童館・こども館・青少年会館」が 48.8％と最も高くなっている。 

「インターネット空間」を「そう思う」割合は 21.8％となっている。 

 

 

  

74.4

53.9

28.0

9.2

25.6

21.8

18.1

35.2

41.0

14.3

37.5

37.5

3.8

4.8

19.1

22.2

15.0

17.7

3.4

4.4

10.6

48.8

18.4

19.8

0.3

1.7

1.4

5.5

3.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の部屋(n=293)

②家庭（親せきの家を含む）(n=293)

③学校(n=293)

④児童館・こども館・青少年会館(n=293)

⑤地域（現在住んでいる場所やその周辺の

施設など）(n=293)

⑥インターネット空間(n=293)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分の部屋 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、87.5％となっている。 

 

 

(ⅱ) 家庭 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、75.0％となっている。 

 

  

74.4

77.0

62.5

18.1

16.8

25.0

3.8

3.3

6.2

3.4

2.9

6.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

53.9

57.4

37.5

35.2

34.8

37.5

4.8

3.7

10.4

4.4

2.5

14.6

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅲ) 学校 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、54.2％となっている。 

 

(ⅳ) 児童館・こども館・青少年会館 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、12.5％となっている。 

 

 

 

 

  

28.0

30.3

16.7

41.0

41.8

37.5

19.1

18.0

25.0

10.6

9.0

18.8

1.4

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

9.2

10.7

2.1

14.3

15.2

10.4

22.2

22.1

22.9

48.8

46.7

60.4

5.5

5.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅴ) 地域 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く 45.8％となっている。 

 

 

(ⅵ) インターネット空間 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

高く、72.9％となっている。 

 

 

 

 

  

25.6

28.7

10.4

37.5

38.1

35.4

15.0

13.5

22.9

18.4

16.0

31.2

3.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

21.8

19.3

35.4

37.5

37.7

37.5

17.7

18.4

14.6

19.8

21.3

12.5

3.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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若者 

①全体 

項目別で「そう思う」の割合をみると、「自分の部屋」が 70.7％と最も高くなっている。また、「そう思わな

い」の割合をみると、「地域」が 15.0％と最も高くなっている。 

「インターネット空間」を「そう思う」割合は 29.9％となっており、高校生までの結果と比較して最も高くな

っている。 

 

 

 

  

70.7

62.9

22.8

14.4

29.9

19.2

28.7

47.3

46.7

41.9

7.2

3.6

21.6

23.4

17.4

2.4

3.6

7.8

15.0

10.2

0.6

1.2

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の部屋(n=167)

②家庭（実家や親族の家を含む）(n=167)

③学校・職場(n=167)

④地域（図書館や公民館や公園など、現在

住んでいる場所やそこにある建物など）(n=167)

⑤インターネット空間（SNS、YouTubeや

オンラインゲームなど）(n=167)

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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②項目別 

(ⅰ)自分の部屋 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、85.4％となっている。 

 

 

(ⅱ) 家庭 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、89.1％となっている。 

 

  

70.7

75.0

61.8

19.2

17.0

23.6

7.2

5.4

10.9

2.4

1.8

3.6

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

62.9

64.3

60.0

28.7

28.6

29.1

3.6

3.6

3.6

3.6

1.8

7.3

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

242 

 

(ⅲ) 学校・職場 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く、65.4％となっている。 

 

 

(ⅳ) 地域 

低所得層の安心できる割合（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が、一般層に比べて

低く 54.5％となっている。 

 

 

  

22.8

22.3

23.6

47.3

50.0

41.8

21.6

18.8

27.3

7.8

8.0

7.3

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

14.4

16.1

10.9

46.7

48.2

43.6

23.4

21.4

27.3

15.0

13.4

18.2

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(ⅴ) インターネット空間 

経済状況による大きな違いはみられない。 

 

 

 

 

 

29.9

31.2

27.3

41.9

40.2

45.5

17.4

18.8

14.5

10.2

8.9

12.7

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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第５節 インターネットの利用状況 

■結果の概要 

・インターネットの利用時間は、経年比較では前回調査よりも全体的に長くなっている。 

・インターネットの利用目的は、動画閲覧・オンラインゲーム・音楽鑑賞・SNS の割合が高くなっている。小

学生において、低所得層のほうが動画閲覧・オンラインゲーム・音楽鑑賞をしている割合が高くなってい

る。 

 

（１）インターネットの利用時間 

小学生 問 15 、 中学生 問 15 、 高校生 問 15 

あなたは、平日１日あたりどのくらいインターネット（スマートフォンを含む）を使っていますか。（単数回答） 

 

年齢が上がるほど、利用時間が長くなっている。 

経年比較では、すべての年代で前回調査よりも利用時間が長くなっている。 

 

＜今回（R5）調査＞ 

 

 

＜前回（H30）調査＞ 

 

 

  

23.3

36.6

60.1

15.6

28.3

22.9

22.4

22.5

13.0

17.3

7.1

3.4

11.5

3.6

0.7

9.9

1.3
0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 使っていない

無回答

16.3

24.8

43.5

13.1

21.9

29.6

18.5

25.7

20.0

19.8

12.5

4.6

16.3

9.3

0.9

14.8

5.5

0.9

1.1

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=465)

中学生(n=311)

高校生(n=345)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 使っていない

無回答
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小学生 

「３時間以上」が 23.3％と最も高く、「１時間以上２時間未満」が 22.4％と続いている。 

経済状況別では、低所得層の利用時間が長くなっている。 

 

中学生 

「３時間以上」が 36.6％と最も高く、「２時間以上３時間未満」が 28.3％と続いている。 

経済状況別では、準低所得層の利用時間が長くなっている。 

 

  

23.3

20.2

18.9

29.7

15.6

16.3

17.1

16.2

22.4

22.4

21.2

29.7

17.3

20.6

18.0

13.5

11.5

14.1

13.1

2.7

9.9

6.4

11.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 使っていない

36.6

30.6

40.9

26.3

28.3

31.2

30.9

26.3

22.5

25.9

20.0

31.6

7.1

7.1

5.5

5.3

3.6

5.3

10.5

1.3

2.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 使っていない

無回答
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高校生 

高校生では、「３時間以上」が 60.1％と最も高く、「２時間以上３時間未満」が 22.9％と続いている。 

経済状況別では、低所得層のほうが利用時間が長くなっている。 

 

  

60.1

57.8

72.9

22.9

23.4

20.8

13.0

14.3

4.2

3.4

3.7

2.1

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満
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（２）インターネットの利用目的 

小学生 問 15-1 、 中学生 問 15-1 、 高校生 問 15-1 

【「インターネットの利用時間」で「３時間以上」～｢３０分未満」を選択した方のみ】 

具体的にどのような目的でインターネットを利用していますか。（複数回答） 

 

小学生 

「動画をみる（Youtube、Tiktok など）」が 75.4％と最も高く、「オンラインゲーム」が 49.8％、「音楽を

きく」が 45.9％と続いている。 

経済状況別では、低所得層が一般層・準低所得層に比べて、動画閲覧・オンラインゲーム・音楽鑑賞の割

合が高くなっている。 

 

 

 

  

(％)

小学生(n=1,067) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=70) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=141) 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=196) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=119) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=305) 0.0 0.0

準低所得層(n=196) 0.0 0.0

低所得層(n=34) 0.0 0.0

動
画
を
み
る
（

Y
o
u
t
u
b
e
、

T
i
k
t
o
k
な
ど
）

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム

音
楽
を
き
く

メ
ー

ル

S
N
S
（

L
I
N
E
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ

ク
、

X
（

旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）

な
ど
）

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
を
み
る

チ
ャ
ッ

ト
、

掲
示
板
（

け
い
じ
ば
ん
）

ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、

チ
ケ
ッ

ト
を
買
う

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
を
書
く

そ
の
他

無
回
答

75.4 49.8 45.9 30.2 20.6 8.5 2.8 1.6 0.5 13.1

75.7 57.1 45.7 24.3 11.4 8.6 5.7 2.9 11.4

75.9 45.4 45.4 32.6 21.3 7.1 2.8 0.7 13.5

77.0 46.9 42.3 25.0 21.9 6.1 1.5 0.5 17.9

73.1 43.7 40.3 24.4 14.3 8.4 2.5 0.8 16.0

74.8 44.6 40.7 28.5 19.3 7.5 2.6 1.0 15.1

75.5 48.5 44.4 25.0 17.9 7.1 2.0 0.5 15.3

91.2 55.9 70.6 23.5 17.6 5.9 8.8 2.9 14.7
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中学生 

「動画の閲覧（Youtube、Tiktok など）」が 87.3％と最も高く、「SNS（LINE やインスタグラム、フェイ

スブック、X（旧ツイッター）など）」が 69.4％、「音楽の視聴」が 66.1％と続いている。 

 

 

 

  

(％)

中学生(n=620) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=142) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=60) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0

準低所得層(n=107) 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0

動
画
の
閲
覧
（

Y
o
u
t
u
b
e
、

T
i
k
t
o
k
な
ど
）

S
N
S
（

L
I
N
E
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ

ク
、

X
（

旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）

な
ど
）

音
楽
の
視
聴

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム

メ
ー

ル

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
の
閲
覧

ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、

チ
ケ
ッ

ト
の

予
約
・
購
入

チ
ャ
ッ

ト
、

掲
示
板

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
の
更
新

そ
の
他

無
回
答

87.3 69.4 66.1 46.6 27.1 20.2 7.3 5.0 1.9 4.8

82.5 65.0 72.5 50.0 17.5 25.0 5.0 5.0 2.5 2.5

90.9 85.5 65.5 43.6 25.5 21.8 5.5 5.5 1.8 3.6

89.4 70.4 63.4 43.7 26.1 22.5 8.5 4.2 1.4 7.0

95.0 60.0 53.3 50.0 35.0 18.3 10.0 5.0 5.0

90.0 71.8 61.2 47.1 25.9 24.1 7.1 5.3 1.2 5.9

89.7 68.2 67.3 45.8 29.0 16.8 8.4 3.7 1.9 5.6

84.2 63.2 57.9 52.6 21.1 21.1 5.3
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高校生 

「SNS（LINE やインスタグラム、フェイスブック、X（旧ツイッター）など）」が 82.3％と最も高く、「動画の

閲覧」が 78.8％、「音楽の視聴」が 68.9％と続いている。 

 

 

 

(％)

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28) 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=205) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48) 0.0

S
N
S
（

L
I
N
E
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ

ク
、

X
（

旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）

な
ど
）

動
画
の
閲
覧

音
楽
の
視
聴

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム

メ
ー

ル

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
の
閲
覧

ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、

チ
ケ
ッ

ト
の

予
約
・
購
入

チ
ャ
ッ

ト
、

掲
示
板

H
P
（

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
）
、

ブ
ロ
グ
の
更
新

そ
の
他

無
回
答

82.3 78.8 68.9 39.9 14.7 14.3 14.0 3.4 0.7 1.0 3.4

78.6 85.7 64.3 39.3 3.6 10.7 14.3

82.4 78.5 68.8 36.6 14.1 12.2 12.2 2.9 1.0 4.4

81.6 79.6 73.5 46.9 20.4 28.6 18.4 6.1 4.1

83.6 78.3 69.7 38.9 13.9 14.3 14.3 3.3 0.8 0.4 3.3

77.1 83.3 66.7 45.8 18.8 14.6 12.5 4.2 4.2 2.1
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第６節 ひきこもり等に関する状況 

■結果の概要 

・ひきこもりに該当すると思われる人が、若者のうち4.8％となっている。主な要因は、「学校になじめなかっ

たこと」と「人間関係がうまくいかなかったこと」、「病気」となっている。 

・若者の約半数にあたる 45.5％が、社会生活が円滑にいかない状態を改善した経験がある。改善した主

なきっかけは、家族や親せき、友人の助けとなっており、人とのつながりで状態が改善したと考えられる。 

・社会生活が円滑にいかない状態になっても、家族や知り合い以外には相談したくない割合が 13.2％とな

っている。相談したくない主な理由は、「相談しても解決できないと思うから」と「相手がどんな人かわから

ないから」となっている。 
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64.1 22.8 2.4

3.6 4.2 2.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に３～４日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

（１）外出頻度 

若者 問 16 

あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。（単数回答） 

 

「仕事や学校で平日は毎日外出する」が 64.1％と最も高く、「仕事や学校で週に３～４日外出する」が

22.8％、「普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」が 4.2％と続いている。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

（２）現在の外出頻度になってからの期間 

若者 問 17 

【「外出頻度」で「普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」～｢自室からほとん

ど出ない」を選択した方のみ】 

あなたの外出状況が現在の状態となって、どのくらい経ちますか。（単数回答） 

 

「６か月～１年未満」が 25.0％と最も高く、「３か月未満」と「３か月～６か月未満」、「２年～３年未満」が、

それぞれ 16.7％と続いている。 

 

16.7

16.7

25.0

8.3

16.7

0.0

8.3

0.0

0.0

8.3

0.0

0% 20% 40%

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～２年未満

２年～３年未満

３年～５年未満

５年～７年未満

７年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

無回答 若者(n=12)
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（３）現在の外出頻度になった年齢 

若者 問 18 

【「現在の外出頻度になってからの期間」で 6 か月以上を選択した方のみ】 

あなたの外出状況が現在の状態になったのは、何歳の頃ですか。（単数回答） 

 

「20 歳～24 歳」が 75.0％となっている。 

 

 

 

（４）現在の外出頻度になった要因 

若者 問 18-1 

【「現在の外出頻度になってからの期間」で６か月以上を選択した方のみ】 

あなたの外出状況が現在の状態になった主な理由は何ですか。（複数回答） 

 

「学校になじめなかったこと」と「人間関係がうまくいかなかったこと」、「病気」、「特に理由はない」が、そ

れぞれ 25.0％と最も高くなっている。 

 

  

25.0 75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=8)

14歳以下 15歳～19歳 20歳～24歳

25.0

25.0

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

12.5

12.5

0% 20% 40%

学校になじめなかったこと

人間関係がうまくいかなかったこと

病気

就職活動がうまくいかなかったこと

職場になじめなかったこと

小学校時代の不登校

中学校時代の不登校

高校時代の不登校

大学（専門学校、短期大学等を含む）時代の不登校

受験に失敗したこと（高校・大学等）

妊娠したこと

退職したこと

介護・看護を担うことになったこと

新型コロナウイルス感染症が流行したこと

その他

特に理由はない

わからない

無回答 若者(n=8)
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（５）ひきこもり該当者の推計 

若者 問 16・問 17 から試算 

あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。（単数回答） 

あなたの外出状況が現在の状態となって、どのくらい経ちますか。（単数回答） 

 

外出の状況などから、若者のうち 4.8％がひきこもりに該当しているものと考えられる。 

 
 

用語の定義 

ひきこもりとは「様々な要因の結果として、就学や就労、交遊などの社会的参加を避けて、原則的には６

か月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態のこと」を指す ※。 

本推計においてはこの定義をもとに、自室からほとんど出ない、または趣味やコンビニ以外の外出をして

いない状態（若者 問 16）が、６か月以上継続している人（若者 問１７）を、ひきこもりとしている。 

 

※「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」（平成２２年５月） 

（厚生労働科学研究でとりまとめ、主任研究者：齊藤万比古氏 国立国際医療研究センター国府台病院） 

 

（６）家族以外の人との会話 

若者 問 19 

最近６か月間に、家族以外の人と会話しましたか。（単数回答） 

 

「よく会話した」が 86.8％と最も高く、「ときどき会話した」が 11.4％と続いている。 

 

4.8 95.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

ひきこもり ひきこもりでない

86.8

62.5

88.1

11.4

12.5

11.3

0.6

0.6

0.6

12.5

0.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【ひきこもりか否か】

ひきこもり(n=8)

ひきこもりでない(n=159)

よく会話した ときどき会話した

ほとんど会話しなかった まったく会話しなかった

無回答
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（７）困難な状態から改善した経験 

若者 問 20 

あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった状態が改善した経験がありま

したか。（単数回答） 

 

社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった状態が改善した経験があった割合（「あった」と

「どちらかといえば、あった」の合計）は、45.5％となっている。 

 

  

14.4 31.1 15.0 28.7 10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

あった どちらかといえば、あった

どちらかといえば、なかった なかった

わからない
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（８）困難な状態から改善したきっかけ 

若者 問 21 

【「社会生活を円滑に送ることができなかった状態からの改善経験」で「あった」または｢どちらかといえば、

あった」を選択した方のみ】 

状態が改善したきっかけや改善に役立ったことは何だと思いますか。（複数回答） 

 

「家族や親せきの助け」が 56.6％と最も高く、「友人の助け」が 50.0％、「時間がたって状況が変化した」

が 48.7％と続いている。 

 

  

56.6

50.0

48.7

36.8

17.1

17.1

10.5

7.9

6.6

5.3

3.9

2.6

2.6

0.0

2.6

1.3

1.3

0% 20% 40% 60%

家族や親せきの助け

友人の助け

時間がたって状況が変化した

自分の努力で乗りこえた

就職・転職したこと

趣味の活動に参加したこと

学校の先生に相談したこと

スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に

相談したこと

病院に行って相談したこと

相談できる場所に行って相談したこと

地域の人の助け

SNSやメール相談などを利用したこと

同じようにうまくいかなかった経験をした人に

話してみたこと

電話相談を利用したこと

その他

わからない、答えられない

無回答 若者(n=76)
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（９）家族・知り合い以外の相談相手 

若者 問 22 

あなたが、社会生活や日常生活を円滑に送ることができない状態になったときに、家族や知り合い以外

に相談するとすれば、どのような人や場所に相談したいと思いますか。（複数回答） 

 

「同じ悩みを持っている、持っていたことがある人」が 46.7％と最も高く、「同世代の人」が 40.1％、「カ

ウンセラーなど心理学の専門家」が 21.6％と続いている。 

 

  

46.7

40.1

21.6

19.8

18.0

18.0

15.6

12.0

10.8

10.8

6.0

4.8

4.2

0.6

1.8

13.2

1.2

0% 20% 40% 60%

同じ悩みを持っている、持っていたことがある人

同世代の人

カウンセラーなど心理学の専門家

匿名で相談できる窓口・サービス

同性の人

医師

SNSやメールなどで相談できるサービス

無料で相談できる窓口・サービス

曜日・時間帯を気にせずに相談できる窓口・サービス

公的な支援機関

自宅から近い窓口・サービス

電話で相談できるサービス

民間の支援団体（NPOなど）

相手が自宅に来てくれるサービス

その他

誰にも相談したくない

無回答 若者(n=167)
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（10）誰にも相談したくない理由 

若者 問 23 

【「家族・知り合い以外の相談相手」で「誰にも相談したくない」を選択した方のみ】 

相談したくないと思う理由は何ですか。（複数回答） 

 

「相談しても解決できないと思うから」と「相手がどんな人かわからないから」が、それぞれ 27.3％と最も

高く、「相手にうまく伝えられないから」が 22.7％と続いている。 

 

27.3

27.3

22.7

18.2

18.2

13.6

13.6

13.6

9.1

9.1

9.1

0.0

18.2

4.5

0% 20% 40%

相談しても解決できないと思うから

相手がどんな人かわからないから

相手にうまく伝えられないから

自分一人で解決するべきだと思うから

裏切られたり、失望するのが嫌だから

誰にも知られたくないことだから

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

何を聞かれるか不安に思うから

自分が変な人に思われるのではないかと不安だから

嫌なこと、できないことをするように言われそうだから

お金がかかると思うから

その他

特に理由はない、わからない

無回答
若者(n=22)



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

258 

 

第７節 子どもの虐待に関する認識 

■結果の概要 

・約２割の人が、身近なところで虐待かもしれないと思った経験をしている。 

・虐待を疑っても、様子をみたり、どうしていいかわからないなど、直接的な対応をしなかった割合が高くな

っている。 

 

（１）虐待かもしれないと思った経験 

若者 問 24 

あなたは、身近なところで子どもの虐待かもしれないと思ったことはありますか。（単数回答） 

 

「ある」が 3.0％、「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」が 14.4％となっている。 

 

  

3.0
14.4 80.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

ある

虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある

ない

無回答
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（２）虐待かもしれないと思った状況 

若者 問 24-1 

【「虐待かもしれないと思った経験」で「ある」または「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったこと

がある」を選択した方のみ】 

その時の状況は、どのようなものですか。（複数回答） 

 

「感情的な言葉を子どもに投げかけていた」が62.1％と最も高く、「厳しくしつけをしていた」が44.8％、

「子どもの泣き声が頻繁に聞こえた」が 27.6％と続いている。 

 

  

62.1

44.8

27.6

20.7

10.3

3.4

0.0

6.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

感情的な言葉を子どもに投げかけていた

厳しくしつけをしていた

子どもの泣き声が頻繁に聞こえた

子どもの目の前で両親がケンカをしていた

子どもを叩いたり、つねったりしていた

食事を長時間与えなかったり、子どもを長時間

放置したりしていた

子どもが病気や怪我をしても、病院などに連れて

いかなかった

その他

無回答 若者(n=29)
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（３）虐待を疑ったときの対応 

若者 問 24-2 

【「虐待かもしれないと思った経験」で「ある」または「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったこと

がある」を選択した方のみ】 

その時どのように対応しようと思いましたか。（複数回答） 

 

「様子をみる」が 48.3％と最も高く、「どうして良いか分からなかった」が 34.5％、「児童相談所に連絡

をする」が 10.3％と続いている。 

 

48.3

34.5

10.3

3.4

3.4

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.9

3.4

0% 20% 40% 60%

様子をみる

どうして良いか分からなかった

児童相談所に連絡をする

こども家庭センターに連絡をする

警察に連絡する

知り合いの人たちで相談にのる

民生委員・児童委員に相談する

保育所（園）や幼稚園、学校などに連絡する

健康福祉センター（保健所）に連絡をする

保健福祉センターに連絡する

特に何も思わなかった

その他

無回答
若者(n=29)
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第８節 松戸市への好感度 

小学生 問 17 、 中学生 問 17 、 高校生 問 17 、 若者 問 26 

あなたは松戸市が好きですか。（単数回答） 

 

松戸市を好きと回答した割合（「好き」と「どちらかといえば好き」の合計）は、小学生が 94.6％と最も高くな

っている。年齢が上がるにつれ、松戸市を好きと回答した割合は減少し、若者においては 85.0％となっている。 

経年比較では、（前回なかった若者を除き）すべての年代で前回調査よりも、松戸市を好きと回答した割合

が増加している。 

 

＜今回（R5）調査＞ 

 

 

＜前回（H30）調査＞ 

 

 

  

64.4

44.3

42.0

31.7

30.2

45.9

45.7

53.3

3.5

6.3

8.9

7.8

1.8

2.5

2.4

4.2

0.2

0.9

1.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)

若者(n=167)

好き どちらかといえば好き どちらかといえば好きではない

好きではない 無回答

58.5

43.1

27.2

30.5

41.5

48.7

8.0

10.9

14.8

1.9

2.6

7.8

1.1

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=465)

中学生(n=311)

高校生(n=345)

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

無回答
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小学生 

世帯類型別では、ひとり親世帯において松戸市を好きと回答した割合が低くなっている。経済状況別で

は、低所得層が一般層よりも、松戸市を好きと回答した割合が低くなっている。 

 

 

中学生 

世帯類型別では、大きな違いはみられない。経済状況別では、所得が低くなるにつれ「好き」と回答した

割合が低くなっている。 

 

  

64.4

61.7

65.8

66.4

65.4

66.9

63.5

64.9

30.2

28.4

32.2

29.4

26.9

28.8

31.1

24.3

3.5

7.4
2.0

2.3

5.4

2.5

4.1

10.8

1.8

2.5

1.9

2.3

1.8

1.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

無回答

44.3

42.5

47.3

45.1

45.9

49.4

40.9

26.3

45.9

50.0

45.5

47.9

52.5

44.7

53.6

63.2

6.3

5.0
3.6

5.6

2.9

3.6

10.5

2.5

2.5

3.6

1.4

1.6

2.9

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

無回答
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高校生 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において松戸市を好きと回答した割合が高くなっている。経済状

況別では、低所得層が一般層よりも、松戸市を好きと回答した割合が低くなっている。 

 

 

若者 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において「好き」と回答した割合が高くなっている。経済状況別で

は、低所得層が一般層よりも、松戸市を好きと回答した割合が低くなっている。 

 

42.0

42.9

40.5

49.0

46.3

20.8

45.7

39.3

48.8

36.7

43.9

54.2

8.9

7.1

8.3

12.2

7.4

16.7

2.4

10.7

1.5

2.0

1.2

8.3

1.0

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

無回答

31.7

28.6

47.4

25.4

33.9

27.3

53.3

57.1

39.5

59.2

53.6

52.7

7.8

7.1

10.5

9.9

7.1

9.1

4.2

5.6

2.7

7.3

3.0

7.1

2.6

2.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者(n=167)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=14)

共働き世帯（類型１）(n=38)

専業主婦（夫）世帯(n=71)

【経済状況別】

一般層(n=112)

低所得層(n=55)

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

無回答
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第９節 体験活動等の状況 

■結果の概要 

・全体として、娯楽・レジャーなどについては中学生以上になると経済状況に関わらず友人等と体験する機

会があるものと考えられるが、その他の体験活動等では経済状況による格差がみられる。 

・運動やスポーツに関する習い事では、小学生・中学生の準低所得層・低所得層、高校生の低所得層にお

いて、一般層よりも「何もしていない」の割合が高くみられ、経済状況による格差があらわれている。 

・文化芸術に関する習い事では、高校生の低所得層において、一般層よりも「何もしていない」の割合が高

くみられ、経済状況による格差があらわれている。 

・娯楽・レジャーでは、小学生の低所得層において、一般層よりも「どこにも行ったことがない」の割合が高く

みられるが、中学生・高校生においては経済状況による「どこにも行ったことがない」の割合の差はみられ

ない。「遊園地やテーマパーク」の割合が、小学生においては経済状況による格差があらわれているが、

中学生・高校生になると経済状況による格差がみられないことから、中学生以上になると友人等と娯楽・

レジャーに行く機会ができ、体験の機会が得られるものと考えられる。 

・学校等での体験活動では、小学生の低所得層、中学生の準低所得層・低所得層、高校生の低所得層にお

いて、一般層よりも「特にしていない」の割合が高くみられ、経済状況による格差があらわれている。 
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（１）運動やスポーツに関する習い事 

小学生 問 19 、 中学生 問 19 、 高校生 問 19 

あなたは、運動やスポーツに関する習い事（部活動を含む）をしていますか。（複数回答） 

 

小学生 

「水泳（スイミング）」が 26.4％と最も高く、「陸上競技・マラソン」が 17.1％、「バスケットボール」が

16.4％と続いている。 

経済状況別にみると、準低所得層・低所得層において一般層と比べて「何もしていない」割合が高くなっ

ている。 

 

 

  

26.4

17.1

16.4

16.1

10.6

9.6

7.7

5.4

4.6

3.7

2.5

2.5

1.6

1.4

0.8

0.6

0.5

0.5

0.3

10.9

26.0

0.2

0% 20% 40%

水泳（スイミング）

陸上競技・マラソン

バスケットボール

サッカー・フットサル

体そう・新体そう・器械体そう

ダンス

野球・ソフトボール

テニス

空手

バドミントン

卓球（たっきゅう）

スキー・スノーボード

剣道（けんどう）

バレーボール

ゴルフ

柔道（じゅうどう）

ラグビー

スケート

アメリカンフットボール

その他

何もしていない

無回答 小学生(n=1,184)
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＜上位９位及び「何もしていない」＞ 

 

 

  

(％)

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37) 0.0

水
泳
（

ス
イ
ミ
ン
グ
）

陸
上
競
技
・
マ
ラ
ソ
ン

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

サ
ッ

カ
ー

・
フ
ッ

ト
サ
ル

体
そ
う
・
新
体
そ
う
・
器
械
体
そ
う

ダ
ン
ス

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

テ
ニ
ス

空
手

何
も
し
て
い
な
い

26.4 17.1 16.4 16.1 10.6 9.6 7.7 5.4 4.6 26.0

19.8 14.8 14.8 14.8 9.9 7.4 4.9 3.7 27.2

34.2 13.8 17.8 19.1 9.2 8.6 7.2 6.6 3.3 23.0

29.0 18.2 18.2 14.5 12.6 7.5 5.6 6.5 4.7 26.6

23.1 14.6 13.8 13.1 10.0 8.5 6.2 5.4 6.2 30.8

30.7 15.6 18.1 15.6 11.3 7.1 5.2 6.4 4.6 24.8

24.8 14.9 13.1 15.8 10.4 9.5 7.2 4.5 4.5 31.5

21.6 18.9 18.9 8.1 8.1 8.1 5.4 2.7 29.7
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中学生 

「陸上競技・マラソン」が 11.4％と最も高く、「テニス」が 9.0％、「バレーボール」が 8.7％と続いている。 

経済状況別にみると、所得が低くなるにつれ「何もしていない」割合が高くなっている。 

 

  

11.4

9.0

8.7

7.9

6.3

5.7

5.5

5.4

3.8

3.2

2.4

2.4

1.6

0.6

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2

4.6

37.0

1.1

0% 20% 40%

陸上競技・マラソン

テニス

バレーボール

バスケットボール

卓球

水泳（スイミング）

サッカー・フットサル

野球・ソフトボール

ダンス

剣道

バドミントン

空手

体操・新体操・器械体操

ラグビー

柔道

ゴルフ

アメリカンフットボール

スキー・スノーボード

スケート

その他

何もしていない

無回答

中学生(n=632)
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＜上位９位及び「何もしていない」＞ 

 

 

  

(％)

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0

0

陸

上

競

技

・

マ

ラ

ソ

ン

テ

ニ

ス

バ

レ
ー

ボ
ー

ル

バ

ス

ケ
ッ

ト

ボ
ー

ル

卓

球

水

泳
（

ス

イ

ミ

ン

グ
）

サ
ッ

カ
ー

・

フ
ッ

ト

サ

ル

野

球

・

ソ

フ

ト

ボ
ー

ル

ダ

ン

ス

何

も

し

て

い

な

い

11.4 9.0 8.7 7.9 6.3 5.7 5.5 5.4 3.8 37.0

12.5 7.5 10.0 10.0 17.5 7.5 12.5 35.0

14.5 5.5 7.3 10.9 10.9 5.5 9.1 5.5 1.8 34.5

12.5 10.4 7.6 6.3 2.8 4.2 5.6 5.6 5.6 37.5

8.2 8.2 3.3 8.2 6.6 8.2 1.6 52.5

12.4 8.8 7.6 5.9 7.1 7.1 7.1 4.7 3.5 35.9

10.0 10.0 5.5 12.7 6.4 4.5 1.8 6.4 1.8 45.5

10.5 5.3 15.8 5.3 5.3 57.9
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高校生 

「サッカー・フットサル」が 5.1％と最も高く、「バドミントン」が 4.8％、「ダンス」と「テニス」が、それぞれ

4.4％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層が一般層に比べて「何もしていない」割合が高くなっている。 

 

  

5.1

4.8

4.4

4.4

4.1

3.8

3.4

3.1

3.1

2.0

1.7

0.7

0.7

0.7

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

7.2

53.9

1.7

0% 20% 40% 60%

サッカー・フットサル

バドミントン

ダンス

テニス

バレーボール

陸上競技・マラソン

野球・ソフトボール

バスケットボール

卓球

剣道

水泳（スイミング）

体操・新体操・器械体操

ラグビー

スキー・スノーボード

柔道

ゴルフ

アメリカンフットボール

空手

スケート

その他

何もしていない

無回答

高校生(n=293)



第３章 調査の結果②＜小学生・中学生・高校生・若者＞ 

270 

 

＜上位９位及び「何もしていない」＞ 

 

 

  

(％)

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

野

球

・

ソ

フ

ト

ボ
ー

ル

バ

ス

ケ
ッ

ト

ボ
ー

ル

卓

球

何

も

し

て

い

な

い

サ
ッ

カ
ー

・

フ
ッ

ト

サ

ル

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ダ

ン

ス

テ

ニ

ス

バ

レ
ー

ボ
ー

ル

陸

上

競

技

・

マ

ラ

ソ

ン

5.1 4.8 4.4 4.4 4.1 3.8 3.4 3.1 3.1 53.9

0.0 7.1 0.0 0.0 7.1 10.7 0.0 0.0 0.0 60.7

5.9 4.9 4.9 4.9 4.4 3.4 4.4 4.4 3.9 50.2

4.1 4.1 6.1 6.1 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 63.3

6.1 5.7 4.9 3.7 4.9 3.7 3.3 3.3 3.3 52.0

0.0 0.0 2.1 8.3 0.0 4.2 4.2 2.1 2.1 64.6
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（２）文化芸術に関する習い事 

小学生 問 20 、 中学生 問 20 、 高校生 問 20 

あなたは、音楽や芸術に関する習い事（部活動を含む）をしていますか。（複数回答） 

 

小学生 

「ピアノ・バイオリン等の楽器」が 23.8％と最も高く、「英会話・外国語」が 20.3％、「書道（習字）」が

13.0％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層において「何もしていない」割合が高くなっている。 

 

 

 

  

（％）

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152) 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=214) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=130) 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=326) 0.0

準低所得層(n=222) 0.0 0.0

低所得層(n=37) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無
回
答

ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
等
の
楽
器

英
会
話
・
外
国
語

書
道
（

習
字
）

合
唱
・
声
楽

絵
画
・
造
形

バ
レ
エ

茶
道
・
華
道
（

生
け
花
）

囲
碁
・
将
棋

演
げ
き
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

そ
の
他

何
も
し
て
い
な
い

23.8 20.3 13.0 4.9 3.4 1.8 1.4 0.7 0.2 8.8 46.3 0.2

28.4 19.8 18.5 1.2 2.5 1.2 2.5 1.2 16.0 39.5

28.9 23.0 14.5 3.3 3.3 3.9 2.6 0.7 8.6 42.1

23.4 20.1 13.1 3.7 1.9 0.9 0.5 1.4 0.5 9.3 46.7

31.5 23.8 13.1 6.9 5.4 1.5 1.5 7.7 41.5

32.8 24.2 12.0 4.3 2.5 2.5 2.5 0.6 0.3 7.7 42.9

20.7 19.8 17.1 3.6 5.0 1.4 0.5 1.4 11.7 43.7

16.2 10.8 16.2 2.7 13.5 48.6
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中学生 

「ピアノ・バイオリン等の楽器」が 14.9％と最も高く、「英会話・外国語」が 11.2％、「絵画・造形」と「書道

（習字）」が、それぞれ 5.7％と続いている。 

経済状況別にみると、一般層において「何もしていない」割合が高くなっている。 

 

 

 

  

（％）

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=144) 0.0 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0 0.0

準低所得層(n=107) 0.0 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無

回

答

ピ

ア

ノ

・

バ

イ

オ

リ

ン

等

の

楽

器

英

会

話

・

外

国

語

絵

画

・

造

形

書

道
（

習

字
）

合

唱

・

声

楽

演

劇

・

ミ
ュ

ー

ジ

カ

ル

バ

レ

エ

茶

道

・

華

道
（

生

け

花
）

囲

碁

・

将

棋

そ

の

他

何

も

し

て

い

な

い

14.9 11.2 5.7 5.7 2.2 1.6 0.9 0.6 0.6 5.2 59.8 1.1

17.5 5.0 5.0 2.5 2.5 2.5 5.0 7.5 57.5

18.2 12.7 3.6 3.6 5.5 3.6 60.0

15.3 11.8 3.5 8.3 2.8 2.1 0.7 6.3 59.0

11.5 16.4 4.9 6.6 4.9 4.9 8.2 54.1

13.5 12.4 2.4 8.8 1.8 2.4 0.6 1.2 4.7 59.4

19.1 10.9 4.5 1.8 5.5 1.8 0.9 0.9 7.3 58.2

15.8 10.5 5.3 10.5 5.3 10.5 52.6
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高校生 

「ピアノ・バイオリン等の楽器」が 12.3％と最も高く、「書道（習字）」が 4.4％、「合唱・声楽」と「絵画・造

形」、「英会話・外国語」が、それぞれ 2.7％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層において「何もしていない」割合が高くなっている。 

 

 

 

  

（％）

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無
回
答

ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
等
の
楽
器

書
道
（

習
字
）

合
唱
・
声
楽

絵
画
・
造
形

英
会
話
・
外
国
語

茶
道
・
華
道
（

生
け
花
）

演
劇
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

囲
碁
・
将
棋

バ
レ
エ

そ
の
他

何
も
し
て
い
な
い

12.3 4.4 2.7 2.7 2.7 2.0 1.4 1.0 0.7 6.1 66.2 2.7

17.9 7.1 3.6 3.6 3.6 3.6 64.3

12.2 3.4 2.9 2.4 2.9 2.0 1.5 0.5 0.5 5.4 68.3 2.9

12.2 6.1 2.0 4.1 4.1 4.1 4.1 2.0 10.2 57.1 2.0

13.5 5.3 2.9 2.0 3.3 1.6 1.2 1.2 0.8 6.1 64.8 2.9

6.3 2.1 6.3 4.2 2.1 6.3 75.0
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（３）娯楽・レジャー 

小学生 問 21 、 中学生 問 21 、 高校生 問 21 

あなたはご家族や友達と一緒に、次のようなところに行ったことがありますか。（複数回答） 

 

小学生 

「遊園地やテーマパーク」が 87.2％と最も高く、「家族旅行」が 82.9％、「博物館・科学館・美術館」が

70.4％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層において「どこにも行ったことがない」割合が高くなっている。 

 

 
 

  

（％）

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=214) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=130) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=326) 0.0

準低所得層(n=222) 0.0

低所得層(n=37) 0.0

無
回
答

遊
園
地
や
テ
ー

マ
パ
ー

ク

家
族
旅
行

博
物
館
・
科
学
館
・
美
術
館

海
水
浴

キ
ャ

ン
プ
、

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
観
戦

山
登
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト

演
げ
き
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

ど
こ
に
も
行
っ

た
こ
と
が
な
い

87.2 82.9 70.4 66.0 61.1 39.7 34.7 26.6 25.8 22.0 2.6 0.2

85.2 77.8 66.7 56.8 56.8 38.3 38.3 23.5 27.2 18.5 6.2

87.5 90.8 75.0 67.8 67.8 46.7 44.1 31.6 30.3 31.6 1.3

90.2 86.9 75.7 66.8 66.4 37.4 40.2 31.3 27.6 19.6 1.9

89.2 83.8 77.7 64.6 50.0 36.9 32.3 23.1 27.7 26.9 2.3

92.9 90.5 79.4 70.9 65.0 42.0 42.6 32.5 28.8 27.9 1.5

84.2 82.9 68.0 60.4 59.5 37.4 36.0 23.9 27.0 19.8 2.3

81.1 67.6 64.9 43.2 37.8 35.1 24.3 16.2 21.6 18.9 10.8
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中学生 

「遊園地やテーマパーク」が 89.6％と最も高く、「家族旅行」が 88.4％、「博物館・科学館・美術館」が

71.5％と続いている。 

 
 

  

（％）

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=144) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0

準低所得層(n=107) 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0

無
回
答

遊
園
地
や
テ
ー

マ
パ
ー

ク

家
族
旅
行

博
物
館
・
科
学
館
・
美
術
館

海
水
浴

キ
ャ

ン
プ
、

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
観
戦

山
登
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ

音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト

サ
イ
ク
リ
ン
グ

演
劇
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

ど
こ
に
も
行
っ

た
こ
と
が
な
い

89.6 88.4 71.5 69.6 64.4 43.8 40.0 30.9 29.0 28.0 1.7 1.1

87.5 87.5 75.0 47.5 57.5 37.5 27.5 30.0 40.0 12.5 2.5

90.9 89.1 70.9 69.1 63.6 50.9 38.2 29.1 20.0 27.3 3.6

92.4 94.4 80.6 80.6 75.7 45.8 46.5 36.8 29.2 28.5 0.7

90.2 86.9 78.7 60.7 55.7 37.7 29.5 23.0 29.5 21.3 3.3

92.9 91.8 80.0 71.8 71.2 51.8 45.9 35.9 34.7 29.4 2.4

87.3 92.7 72.7 70.9 64.5 37.3 32.7 30.0 19.1 20.9 1.8

94.7 78.9 84.2 73.7 36.8 26.3 15.8 31.6 36.8 21.1
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高校生 

「遊園地やテーマパーク」が 91.1％と最も高く、「家族旅行」が 89.4％、「博物館・科学館・美術館」が

73.7％と続いている。 

 

 

 

  

（％）

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28) 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=205) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244) 0.0

低所得層(n=48) 0.0

ど
こ
に
も
行
っ

た
こ
と
が
な
い

遊
園
地
や
テ
ー

マ
パ
ー

ク

家
族
旅
行

博
物
館
・
科
学
館
・
美
術
館

海
水
浴

キ
ャ

ン
プ
、

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
観
戦

山
登
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ

音
楽
の
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー

ト
鑑
賞

演
劇
鑑
賞

サ
イ
ク
リ
ン
グ

そ
の
他

無
回
答

91.1 89.4 73.7 71.7 65.2 51.9 46.8 40.3 34.1 32.1 2.4 0.3 0.7

82.1 78.6 67.9 39.3 50.0 39.3 17.9 35.7 25.0 7.1 3.6

94.1 93.2 76.1 76.1 69.8 56.6 54.1 40.0 38.5 36.1 2.9

87.8 87.8 75.5 75.5 57.1 42.9 38.8 46.9 24.5 32.7 2.0

91.0 91.0 76.2 73.8 65.6 57.0 49.2 41.0 36.1 33.6 2.5 0.4

93.8 83.3 62.5 62.5 64.6 27.1 35.4 37.5 25.0 25.0 2.1 2.1
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（４）学校等での体験活動 

小学生 問 22 、 中学生 問 22 、 高校生 問 22 

あなたは、総合的な学習の時間や放課後・休日に、次のような体験活動をしたことがありますか。 

（複数回答） 

 

小学生 

「農業体験（野菜を育てたり、育てた野菜を食べる活動）」が 31.5％と最も高く、「そうじなどのボランティ

ア活動」が 15.8％、「地元の会社や工場で仕事体験」が 10.8％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層において「特にしていない」割合が高くなっている。 

 

 

 

  

(％)

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=152) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=214) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=130) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=326) 0.0

準低所得層(n=222) 0.0

低所得層(n=37) 0.0 0.0

農

業

体

験
（

野

菜

を

育

て

た

り
、

育

て

た

野

菜

を

食

べ

る

活

動
）

そ

う

じ

な

ど

の

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動

地

元

の

会

社

や

工

場

で

仕

事

体

験

赤

ち
ゃ

ん

と

の

ふ

れ

あ

い
、

子

育

て

体

験

外

国

人

と

の

交

流

お

年

寄

り

や

体

が

不

自

由

な

人

の

お

手

伝

い

の

体

験

そ

の

他

特

に

し

て

い

な

い

無

回

答

31.5 15.8 10.8 10.6 10.4 6.6 3.0 49.7 0.2

28.4 14.8 6.2 11.1 14.8 8.6 7.4 49.4

36.8 18.4 13.2 10.5 10.5 3.9 3.9 45.4

29.0 15.9 9.3 7.5 9.8 4.2 3.7 52.3

38.5 11.5 8.5 12.3 13.1 7.7 1.5 49.2

32.5 13.5 11.3 10.1 11.3 5.5 4.0 48.5

35.6 18.9 9.0 9.0 12.2 5.0 3.2 50.0

21.6 13.5 8.1 10.8 5.4 5.4 56.8
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中学生 

「農業体験」が 29.1％と最も高く、「掃除や環境美化などのボランティア活動」が 23.6％、「外国人との

交流（学校の授業以外）」が 14.1％と続いている。 

経済状況別にみると、準低所得層・低所得層において一般層よりも「特にしていない」割合が高くなって

いる。 

 

 

 

  

(％)

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=55) 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=144) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=61) 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=170) 0.0

準低所得層(n=107) 0.0

低所得層(n=19) 0.0 0.0

農
業
体
験

掃
除
や
環
境
美
化
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

外
国
人
と
の
交
流
（

学
校
の
授
業
以
外
）

地
元
企
業
で
の
職
場
体
験

赤
ち
ゃ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
、

子
育
て
・

保
育
体
験

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福
祉
活
動
体
験

そ
の
他

特
に
し
て
い
な
い

無
回
答

29.1 23.6 14.1 13.3 9.8 5.2 2.2 46.4 1.1

25.0 20.0 5.0 15.0 12.5 2.5 7.5 50.0

27.3 27.3 12.7 14.5 16.4 5.5 52.7

32.6 26.4 13.2 14.6 7.6 6.3 4.2 38.9

24.6 19.7 9.8 14.8 3.3 55.7

32.9 27.6 11.2 17.1 9.4 5.3 2.9 41.2

22.7 21.8 11.8 11.8 10.0 3.6 2.7 52.7

21.1 15.8 10.5 10.5 5.3 5.3 47.4
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高校生 

「掃除や環境美化などのボランティア活動」が 30.7％と最も高く、「農業体験」が 22.9％、「地元企業で

の職場体験、インターンシップ」が 20.1％と続いている。 

経済状況別にみると、低所得層において一般層よりも「特にしていない」割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

(％)

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=49) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=244) 0.0

低所得層(n=48)

掃

除

や

環

境

美

化

な

ど

の

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動

農

業

体

験

地

元

企

業

で

の

職

場

体

験
、

イ

ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ

外

国

人

と

の

交

流
（

学

校

の

授

業

以

外
）

高

齢

者

や

障

害

者

へ

の

福

祉

活

動

体

験

赤

ち
ゃ

ん

と

の

ふ

れ

あ

い
、

子

育

て

・

保

育

体

験

そ

の

他

特

に

し

て

い

な

い

無

回

答

30.7 22.9 20.1 15.7 13.7 12.3 1.4 42.0 0.3

14.3 17.9 10.7 7.1 7.1 10.7 3.6 50.0 3.6

36.1 25.4 23.9 17.6 15.6 13.2 1.0 38.0

20.4 20.4 10.2 16.3 12.2 10.2 2.0 51.0

34.0 23.8 22.5 16.4 13.1 13.5 1.2 39.3

14.6 18.8 6.3 12.5 16.7 6.3 2.1 56.3 2.1
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第 10 節 支援制度の利用状況や効果等 

■結果の概要 

【支援制度の利用状況】 

・利用意向については、全体的に、小・中学生では準低所得層に、高校生では低所得層に利用意向が高く

みられた。 

・子ども食堂については、小学生の利用している割合が 14.3％と最も高くなっている。 

・勉強を無料でみてくれる場所については、いずれの調査も利用経験がある人は 1 割未満であった。 

・（家や学校以外で）何でも相談できる場所については、いずれの調査も利用経験がある人は 1 割未満で

あった。 

【これから期待する事業やサービス】 

・いずれの調査においても「放課後に友だちとおしゃべりをしたり、遊びや勉強、読書など自由に過ごしたり

できる場所や施設を増やすこと」が最も高くなっており、気軽に立ち寄れる居場所づくりが求められてい

ると考えられる。 
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（１）支援制度の利用状況・利用希望 

小学生 問 18 、 中学生 問 18 、 高校生 問 18 

あなたは、次の①～③のような場所を利用したことがありますか。また、利用したことはない場合、今後利

用したいと思いますか。（単数回答） 

 

小学生 

①子ども食堂 

「利用したことがある」が 14.3％、「あれば利用したいと思う」が 30.2％となっている。 

世帯類型別では、専業主婦（夫）世帯において「あれば利用したいと思う」の割合が低くなっている。経済

状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。 

 

 

  

14.3

12.3

12.5

9.3

10.8

11.7

9.9

10.8

30.2

32.1

26.3

31.8

24.6

24.8

34.2

27.0

21.9

18.5

24.3

22.4

28.5

24.2

24.8

18.9

33.5

37.0

36.8

36.4

36.2

39.3

31.1

43.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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②勉強を無料でみてくれる場所 

「利用したことがある」が 3.8％、「あれば利用したいと思う」が 29.7％となっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型２）及び専業主婦（夫）世帯において「あれば利用したいと思う」の割

合が高くなっている。経済状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。 

 

 

③何でも相談できる場所 

「利用したことがある」が 3.7％、「あれば利用したいと思う」が 19.9％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯及び共働き世帯（類型２）において「あれば利用したいと思う」の割合が高

くなっている。経済状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。 

 

  

3.8

4.9

4.6

3.7

1.5

3.1

4.5

2.7

29.7

23.5

23.7

30.8

30.8

25.2

32.4

18.9

29.3

29.6

30.3

25.7

33.1

27.3

31.5

40.5

37.0

42.0

41.4

39.7

34.6

44.5

31.5

37.8

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

3.7

1.2

4.6

1.4

1.5

3.1

1.4

19.9

23.5

17.1

23.4

16.9

17.5

23.9

21.6

34.2

28.4

33.6

29.4

37.7

33.1

32.4

27.0

42.0

46.9

44.7

45.8

43.8

46.3

42.3

51.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,184)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=81)

共働き世帯（類型１）(n=152)

共働き世帯（類型２）(n=214)

専業主婦（夫）世帯(n=130)

【経済状況別】

一般層(n=326)

準低所得層(n=222)

低所得層(n=37)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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中学生 

①子ども食堂 

「利用したことがある」が 8.7％、「あれば利用したいと思う」が 31.2％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯及び共働き世帯（類型１）において「あれば利用したいと思う」の割合が高

くなっている。経済状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。 

 

②勉強を無料でみてくれる場所 

「利用したことがある」が 6.6％、「あれば利用したいと思う」が 38.3％となっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型２）において「あれば利用したいと思う」の割合が低くなっている。経

済状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。 

 

  

8.7

10.0

7.3

6.9

6.6

4.7

10.9

10.5

31.2

37.5

40.0

23.6

29.5

29.4

32.7

21.1

20.4

5.0

25.5

25.7

24.6

22.9

20.9

26.3

38.8

47.5

27.3

43.8

39.3

42.9

35.5

42.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

6.6

12.5

7.3
3.5

6.6

5.3

8.2

10.5

38.3

45.0

43.6

33.3

45.9

38.8

40.9

31.6

19.3

17.5

20.0

22.9

18.0

20.6

20.0

26.3

34.8

25.0

29.1

40.3

29.5

35.3

30.9

31.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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③何でも相談できる場所 

「利用したことがある」が 3.5％、「あれば利用したいと思う」が 22.6％となっている。 

世帯類型別では、共働き世帯（類型１）において「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。経

済状況別では、準低所得層の「あれば利用したいと思う」が高くなっている。 

 

 

  

3.5

5.0
1.8

3.5

2.9

2.7

22.6

17.5

32.7

19.4

23.0

21.2

26.4

10.5

30.4

22.5

32.7

34.7

34.4

34.1

29.1

31.6

42.6

55.0

32.7

42.4

42.6

41.8

41.8

57.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=632)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=40)

共働き世帯（類型１）(n=55)

共働き世帯（類型２）(n=144)

専業主婦（夫）世帯(n=61)

【経済状況別】

一般層(n=170)

準低所得層(n=110)

低所得層(n=19)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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高校生 

①子ども食堂 

「利用したことがある」が 5.1％、「あれば利用したいと思う」が 25.9％となっている。 

世帯類型別では、ひとり親世帯において「あれば利用したいと思う」の割合が高くなっている。経済状況

別では、一般層と低所得層の「利用したことがある」と「あれば利用したいと思う」の割合に大きな違いはみ

られない。 

 

②勉強を無料でみてくれる場所 

「利用したことがある」が 3.1％、「あれば利用したいと思う」が 41.6％となっている。 

世帯類型別では、大きな違いはみられない。経済状況別では、低所得層において「あれば利用したいと

思う」割合が高くなっている。 

 

5.1

5.4

4.1

4.9
4.2

25.9

46.4

26.3

16.3

25.4

29.2

29.7

17.9

30.2

34.7

30.3

27.1

38.9

35.7

37.6

44.9

38.9

39.6

0.3

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

3.1

3.6

3.4

2.9

2.1

41.6

42.9

42.0

38.8

39.3

54.2

30.4

28.6

29.8

32.7

32.0

22.9

24.6

25.0

24.4

28.6

25.4

20.8

0.3

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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③何でも相談できる場所 

「利用したことがある」が 2.7％、「あれば利用したいと思う」が 22.5％となっている。 

世帯類型別では、大きな違いはみられない。経済状況別では、低所得層において「あれば利用したいと

思う」割合が高くなっている。 

 

 

 

  

2.7

3.6

2.9

2.0

2.0

6.3

22.5

21.4

22.4

22.4

21.7

27.1

36.5

35.7

37.6

34.7

38.5

27.1

37.2

39.3

36.1

40.8

36.9

39.6

1.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=293)

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=28)

共働き世帯（類型１）(n=205)

専業主婦（夫）世帯(n=49)

【経済状況別】

一般層(n=244)

低所得層(n=48)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答
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（２）支援制度利用の効果 

小学生 問 18-1 、 中学生 問 18-1 、 高校生 問 18-1 

【「支援制度の利用状況・利用希望」で１つでも「利用したことがある」を選択した方のみ】 

そこを利用したことで、以下のような変化がありましたか。（複数回答） 

 

小学生 

「友だちが増えた」が 44.2％と最も高く、「生活の中で楽しみなことが増えた」が 40.9％と続いている。 

 

 

 

  

(％)

小学生(n=215) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=13) 0.0

共働き世帯（類型１）(n=29) 0.0

共働き世帯（類型２）(n=28) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=16) 0.0

【経済状況別】

一般層(n=51) 0.0

準低所得層(n=31) 0.0

低所得層(n=5) 0.0 0.0 0.0 0.0

友
だ
ち
が
増
え
た

生
活
の
中
で
楽
し
み
な
こ
と
が
増
え
た

ほ
っ

と
で
き
る
時
間
が
増
え
た

気
軽
に
話
せ
る
大
人
が
増
え
た

勉
強
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た

栄
養
の
あ
る
食
事
を
と
れ
る
こ
と
が
増
え
た

勉
強
す
る
時
間
が
増
え
た

そ
の
他

特
に
変
化
は
な
い

無
回
答

44.2 40.9 36.3 30.7 23.3 22.3 15.3 4.2 31.6

30.8 23.1 23.1 23.1 7.7 15.4 7.7 15.4 46.2

34.5 27.6 27.6 44.8 24.1 17.2 13.8 3.4 41.4

53.6 35.7 25.0 28.6 17.9 14.3 10.7 28.6

25.0 37.5 37.5 6.3 18.8 25.0 18.8 12.5 37.5

43.1 39.2 33.3 37.3 21.6 23.5 11.8 5.9 31.4

35.5 19.4 19.4 19.4 12.9 12.9 12.9 3.2 41.9

20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 60.0
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中学生 

「友達が増えた」が 34.1％と最も高く、「ほっとできる時間が増えた」が 23.9％、「勉強がわかるようにな

った」が 19.3％と続いている。 

 

 

 

  

(％)

中学生(n=88) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=9) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=6) 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型２）(n=15) 0.0 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=7) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=18) 0.0 0.0

準低所得層(n=17) 0.0 0.0

低所得層(n=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

友
達
が
増
え
た

ほ
っ

と
で
き
る
時
間
が
増
え
た

勉
強
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た

生
活
の
中
で
楽
し
み
な
こ
と
が
増
え
た

気
軽
に
話
せ
る
大
人
が
増
え
た

栄
養
の
あ
る
食
事
を
と
れ
る
こ
と
が
増
え
た

勉
強
す
る
時
間
が
増
え
た

そ
の
他

特
に
変
化
は
な
い

無
回
答

34.1 23.9 19.3 18.2 14.8 14.8 13.6 1.1 42.0

22.2 11.1 22.2 66.7

33.3 16.7 50.0 16.7 33.3 16.7

33.3 33.3 13.3 13.3 20.0 20.0 13.3 40.0

14.3 14.3 28.6 71.4

27.8 5.6 16.7 22.2 11.1 22.2 11.1 44.4

29.4 17.6 17.6 23.5 5.9 17.6 17.6 47.1

25.0 75.0
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高校生 

「気軽に話せる大人が増えた」が 13.8％と最も高く、「生活の中で楽しみなことが増えた」と「ほっとでき

る時間が増えた」、「勉強する時間が増えた」が、それぞれ 10.3％と続いている。 

 

 

 

  

(％)

高校生(n=29) 0.0

【世帯類型別】

ひとり親世帯(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

共働き世帯（類型１）(n=22) 0.0

専業主婦（夫）世帯(n=3) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【経済状況別】

一般層(n=22) 0.0 0.0

低所得層(n=6) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

気

軽

に

話

せ

る

大

人

が

増

え

た

生

活

の

中

で

楽

し

み

な

こ

と

が

増

え

た

ほ
っ

と

で

き

る

時

間

が

増

え

た

勉

強

す

る

時

間

が

増

え

た

友

達

が

増

え

た

栄

養

の

あ

る

食

事

を

と

れ

る

こ

と

が

増

え

た

勉

強

が

わ

か

る

よ

う

に

な
っ

た

そ

の

他

特

に

変

化

は

な

い

無

回

答

13.8 10.3 10.3 10.3 6.9 6.9 3.4 55.2 6.9

50.0 50.0 50.0

13.6 9.1 13.6 9.1 4.5 9.1 4.5 59.1 4.5

100.0

13.6 9.1 9.1 13.6 9.1 9.1 59.1 4.5

16.7 16.7 16.7 16.7 50.0
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（３）子ども・若者支援機関の認知度 

若者 問 25 

あなたは、子ども・若者を対象とした、次の育成支援機関等を知っていますか。（複数回答） 

 

「児童相談所・福祉事務所などの児童福祉機関」が 56.9％と最も高く、「職業安定所（ハローワーク）・

ジョブカフェ・地域若者サポートステーションなどの就労支援機関」が 52.7％、「通信制高校のサポート校」

が 41.3％と続いている。 

 

  

56.9

52.7

41.3

35.3

34.1

31.7

26.9

21.0

18.6

18.0

16.2

16.8

3.0

0% 20% 40% 60%

児童相談所・福祉事務所などの児童福祉機関

職業安定所（ハローワーク）・ジョブカフェ・

地域若者サポートステーションなどの就労支援機関

通信制高校のサポート校

発達障害者支援センター

青少年プラザ・青少年会館

フリースクール

子ども・若者総合相談センター、教育相談所、

相談室などの相談機関

教育支援センター（適応指導教室）

その他民間の機関

ひきこもり地域支援センター

精神保健福祉センター

どれも知らない

無回答 若者(n=167)
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（４）これから期待する事業やサービス 

小学生 問 23 、 中学生 問 23 、 高校生 問 23 

あなたが松戸市にあったらいいなと思うものやこれから力を入れてもらいたいことにはどのようなものが

ありますか。（複数回答） 

 

すべての年代で、「放課後に友だちとおしゃべりをしたり、遊びや勉強、読書など自由に過ごしたりできる

場所や施設を増やすこと」が最も高くなっている。 

 

※「友達や学校、自分の悩みについて、相談できる場所を増やしたり、相談できる方法を増やしたりすること」は、

「友達や学校、自分の悩みについて、相談できる場所を増やしたり、メールや電話、SNS など、相談できる方法

を増やしたりすること」の略

64.0

63.7

57.3

53.8

44.1

31.7

29.7

29.0

27.5

27.3

25.3

25.3

25.0

22.1

18.4

5.8

1.8

57.6

53.8

42.6

38.3

48.9

20.7

12.5

15.8

26.3

22.9

17.6

17.4

20.3

18.4

10.6

4.6

4.7

56.7

41.6

32.1

29.4

43.0

17.7

14.0

14.3

26.6

16.7

13.7

14.7

17.7

16.7

9.6

7.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

放課後に友達とおしゃべりをしたり、遊びや勉強、読書

など自由に過ごしたりできる場所や施設を増やすこと

安心して外で遊んだり通学したりできること

森や川、畑、公園などの自然を利用して体験や遊びが

できる場所があること

将来の夢や仕事などについて、アドバイスを

もらったり、体験をしたりする機会を増やすこと

野球やサッカー、バスケットボールなどのスポーツが

できる場所や施設を増やすこと

地域の大学や博物館などで、学びや体験ができる機会を

増やすこと

地域の清掃活動や廃品回収などのボランティア活動に

参加できる機会を増やすこと

体の不自由な人やお年寄りなどの手助けをする

ボランティア活動に参加できる機会を増やすこと

外国の文化にふれる機会を増やすこと

赤ちゃんや小さな子どもたちとふれあう機会を

増やすこと

地域にある会社や商店での職場体験や、様々な仕事の

プロの話を聞く機会を増やすこと

友達や学校、自分の悩みについて、相談できる場所を

増やしたり、相談できる方法を増やしたりすること※

ダンスやバンド活動、絵画や工作などの活動ができる

場所や発表の機会を増やすこと

（学校以外に）学ぶ力や社会参加に必要な力を学べる

機会や場所を増やすこと

地域の大人や高齢者との交流の機会を増やすこと

その他

無回答

小学生(n=1,184)

中学生(n=632)

高校生(n=293)



 

 

 

 

  




